
鯨鰭南蛮胴具足
［くじらひれなんばんどうぐそく］

  都城島津（北郷）家８代忠相が着用したと伝え
られている具足（甲冑）。忠相は16世紀中ごろに
都城盆地を統一し、都城島津家の歴史の中でも
特に大きな功績を残したことから、この具足も
代々家宝として伝えられてきました。
　ヨーロッパ文化の影響を受けた南蛮胴スタイル
の当世具足（戦国時代に出現した実戦的な甲冑
様式）であり、特に兜の脇立に使われた鯨鰭はひ
ときわ目を引くデザインとなっており、都城島津家
伝来の甲冑類の中でも、筆頭にあげられる具足と
いえます。　
※この具足は都城島津家からの寄託品です

ただすけ

かっちゅう

なんばんどう

とうせい

かぶと わきだち くじらひれ

ぐそく
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平成19年度  市の財政状況
特  集

平成19年度  市の財政状況

■
地
方
交
付
税

国
税
の
う
ち
所
得
税
・
法
人
税
・
酒
税
・

消
費
税
お
よ
び
た
ば
こ
税
の
一
定
割
合
を

一
定
の
基
準
に
よ
り
国
が
交
付
す
る
税

■
市
税

個
人
・
法
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
な
ど

■
国
・
県
支
出
金

特
定
目
的
事
業
の
財
源
と
な
る
国
と
県

か
ら
の
補
助
金
な
ど

■
市
債

建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事
業
な
ど
の
財

源
と
な
る
長
期
借
入
金

■
繰
入
金

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
基
金
な
ど
の

会
計
間
の
資
金
の
や
り
と
り

歳
入
用
語
解
説

歳
出
用
語
解
説

一般会計  歳入総額  684億6,433万円
市税は歳入全体の約４分の１にすぎず、残りは地
方交付税や国・県支出金、次世代の負担となる市
債に依存しています（%は歳入総額に占める割合です）

市では、皆さんの納めた税金がどのように使われているか、また、財政がどのような状況にあるかをお
知らせするため、年２回、財政状況を公表しています。
今回は、平成20年3月31日時点の収入と支出の予算額をお知らせします。

●問い合わせ　一般会計・特別会計について　財政課　☎ 23-2113
　　　　　　　水道事業について　　　水道局業務課　☎ 23-4510

■
民
生
費

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児
童
な
ど
の
福

祉
全
般
の
事
業
経
費

■
教
育
費

教
育
や
文
化
財
保
護
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

な
ど
の
経
費

■
公
債
費

市
債
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費

■
総
務
費

選
挙
、
戸
籍
、
徴
税
、
市
庁
舎
管
理
な

ど
の
経
費

■
土
木
費

道
路
、
公
園
整
備
、
住
宅
管
理
な
ど
の

経
費

市の予算［３つの会計］
●一般会計― 市が行う仕事の中心とな
る部分の会計です。道路を造ったり、ご
みを収集したり、福祉サービスを提供し
たりといろいろなことに使われていて、
税金などが主な収入源となっています

●特別会計― 特定の収入（保険料や使
用料など）で、その仕事の支出をまかな
う会計です。介護保険事業や国民健康保
険事業などがこれに当たります

●企業会計― その仕事自体に収益（使
用料）があり、その収益で支出をまかな
う独立採算制の会計です。水道事業がこ
れに当たります

地方交付税
179億832万円
26.2%

市税
175億9,889万円 
25.7%

繰入金
33億2,457万円 
4.9%

市債
89億3,808万円 
13%

その他
97億1,983万円 
14.2%

国・県支出金
109億7,464万円
16%

地方交付税
179億832万円
26.2%

市税
175億9,889万円 
25.7%

繰入金
33億2,457万円 
4.9%

市債
89億3,808万円 
13%

その他
97億1,983万円 
14.2%

国・県支出金
109億7,464万円
16%

〔平成20年6月1日公表〕
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■一般会計および特別会計の状況
会計名 予算額 市債残高

一  般  会  計 684億6,433万円 856億1,506万円

特  

別  

会  

計

食肉センター 2億8,451万円 11億8,958万円

下水道事業 39億1,115万円 248億2,113万円

国民健康保険 219億73万円

公設地方卸売
市場事業 1億915万円 1億6,878万円

老人保健 194億3,650万円

農業集落
下水道事業 5億3,001万円 57億4,017万円

整備墓地 4,021万円 3億7,340万円

都市開発資金 1億1,822万円 1億6,133万円

介護保険 120億7,747万円

御池簡易水道事業 3,684万円

簡易水道事業 1億9,567万円 6億9,173万円

電気事業 2,859万円

山之口総合交流
活性化センター 1億7,820万円 3億8,012万円

高城健康増進セン
ター等管理事業 3億3,209万円 5億8,274万円

収益的収支
（給水収益やサービス提供に
要する経費など）

収 入 24億3,630万円 資本的収支
（水道施設の建設、水道管の
入れ替えなどの経費）

収 入 15億4,207万円 

支 出 21億1,285万円 支 出 15億4,207万円 

純利益 3億2,345万円 企業債残額 97億9,185万円 

一般会計  歳出総額  684億6,433万円

市の財政（平成19年度一般会計最終予算）を月々40万円の収入のある家計に置き換えると・・・

今月の収入
40万円

今月の支出
40万1,435円

給料（地方税など） …………………… 152,392 円
子どもからの仕送り（地方交付税） … 129,840 円
その他収入（使用料・手数料、財産収入など）
 ……… 38,199 円
親戚などからの援助（国・県支出金） … 79,569 円

食費（報酬・給料・諸手当などの人件費） … 96,467円
保険料や医療費（扶助費） …………… 88,100円
ローン返済（公債費） ………………… 70,037円
その他の生活費（物件費、維持補修費、補助費、繰
出金など） ……………………………… 146,831円

やりくり補てん　9万6,386円
前月分繰越（繰越金） …………………… 7,478円
預貯金の取り崩し（繰入金） …………… 24,104円
新たな借入金（市債） …………………… 64,804円

  その他の支出　9万4,951円
預貯金へ（積立金） ……………………… 8,545 円
家屋の増改築（投資的経費） ………… 86,406 円

都城市
49万6,386円

その他
48億5,216万円 
7.1%

民生費（福祉全般の経費）で、歳出全体の約３割を占
めています（%は歳出総額に占める割合です）

農林水産業費
41億1,497万円 
6%

衛生費
39億5,059万円 
5.8%

農林水産業費
41億1,497万円 
6%

衛生費
39億5,059万円 
5.8%

■企業会計（水道事業）の状況
◉水道事業概要
　給水戸数　6万 2,156 戸 給水人口　15 万 5,303 人
　普及率　　89.21％  配水量　　1,966 万 816 ㎥

■
農
林
水
産
業
費

農
業
・
林
業
・
水
産
業
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

清
掃
、
保
健
衛
生
な
ど
の
経
費

民生費
210億6,255万円 
30.7%

教育費
97億3,449万円 
14.2%公債費

96億5,982万円 
14.1%

総務費
88億2,124万円 
12.9%

土木費
62億6,851万円 
9.2%

民生費
210億6,255万円 
30.7%

教育費
97億3,449万円 
14.2%公債費

96億5,982万円 
14.1%

総務費
88億2,124万円 
12.9%

土木費
62億6,851万円 
9.2%

収入 借金返済
支出

借金 貯金
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私
た
ち
の
健
康
を
支
え
る
医
療
制
度

　

突
然
の
病
気
や
け
が
…
こ
れ
は
誰
に

で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
。
そ
ん
な

時
に
誰
も
が
安
心
し
て
適
切
な
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
加
入
者
が
お
金
を

出
し
合
い
医
療
費
に
充
て
る「
助
け
合

い
の
制
度
」が
国
民
健
康
保
険
で
す
。

　

日
本
で
は
、職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ

て
い
る
人
と
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

人
以
外
は
国
保
に
加
入
し
、
75
歳
に
な

る
と
す
べ
て
の
人
が
長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
移
行
し

ま
す
。
私
た
ち
の
健
康
は
、
決
ま
っ
た

額
の
保
険
税
を
納
め
れ
ば
、
医
療
費
の

一
部
を
支
払
う
だ
け
で
、
誰
で
も
適
切

な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
う

し
た
制
度
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

医
療
費
 UP⬆
で
、
保
険
税
も
 UP⬆

　

国
民
健
康
保
険
は
各
市
町
村
が
運
営

し
て
い
る
制
度
で
、
保
険
税
は
そ
の
自

治
体
内
で
使
わ
れ
る
医
療
費
の
総
額
が

上
が
れ
ば
上
が
り
、
下
が
れ
ば
下
が
る

と
い
う
関
係
に
あ
り
、言
い
換
え
れ
ば
、

「
心
が
け
ひ
と
つ
で
下
げ
ら
れ
る
税
」

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

現
在
本
市
で
は
、
医
療
費
が
年
々
高

い
水
準
で
移
行
し
て
い
ま
す（
左
図
参

照
）。
医
療
費
が
上
が
る
と
、
そ
の
分

の
保
険
税
額
を
上
げ
な
い
と
、
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な
く
な
り
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
の
健
全
な
運
営
の
た
め
、

医
療
費
の
節
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

知っておきたい

国 保 の話
国保（国民健康保険）は私たちの
健康を支える助け合いの制度です

　　●問い合わせ　保険年金課（国保担当）
　　　　　　　　　☎ 23-2642

（万円）
27
26
25
24
23
22
21
20
19
18

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

▲：旧 1市 4町平均
●：県内 9市平均
■：県内平均

一般被保険者１人当たりの医療費額の推移

75歳

長寿医療制度
（後期高齢者医療制度）
　国保・健保・共済など現在
加入している医療制度に関係
なく、75歳以上の人はすべ
てこの制度に移行します

（対象）
・75歳以上の人
・一定の障がいのある65歳
以上の人

国民健康保険：加入は世帯ごとで、一人ひとりが被保険者
（対象）
・退職して職場の健康保険をやめた人
・パートなど、職場の健康保険に加入していない人
・自営業の人や農業、漁業を営んでいる人
・外国人登録をして、１年以上日本に滞在すると認められた
　外国籍の人

職場の健康保険の任意継続
・会社などに勤めていた人が、一定の条件を満
　たして、引き続きその保険に加入する場合

退職医療制度
・会社などを退職した65歳未満の人で、一定条件
　を満たした人とその被扶養者
※給付・負担割合などは国保一般被保険者と同じで、65
歳になったら自動的に一般被保険者に移行

◎医療制度のしくみ（平成20年4月～）

65歳

職場の健康保険
（対象）
・健康保険、共済保険、船員保険など
　の加入者 退 職

退 職

転職・就職
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保
険
税
総
額
の
決
め
方

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
そ
の
年
に
予

想
さ
れ
る
医
療
費
総
額
か
ら
、
加
入

者
が
医
療
機
関
で
支
払
う
一
部
負
担
金

と
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を
除
い
た
額

（
医
療
分
）、
介
護
納
付
金
か
ら
交
付

金
を
除
い
た
額（
介
護
分
）、
さ
ら
に

今
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た「
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
」（
支
援
金
分
）
の
3
つ
を

合
わ
せ
た
額
が
税
の
総
額
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
所
得
な
ど
に
応
じ
て
割
り
振
り
、

公
平
な
負
担
と
な
る
よ
う
に
し
て
、
各

世
帯
ご
と
の
保
険
税
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

保
険
税
が
不
足
す
る
と
国
民
健
康
保

険
の
財
政
が
パ
ン
ク
し
、
加
入
者
に
大

き
な
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
導
入

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
は
、
こ
れ
ま

で
国
民
健
康
保
険
税
の
医
療
分
か
ら「
老

人
保
健
拠
出
金
」
と
し
て
負
担
し
て
い

た
高
齢
者
の
医
療
費
の
一
部
を
、
医
療

分
と
区
別
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
医

療
費
に
対
す
る
現
役
世
代
と
高
齢
者
世

代
の
負
担
分
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

保
険
税
の
計
算
方
法

　

一
年
間
の
保
険
税
は
、
医
療
分
・
支

援
金
分
・
介
護
分
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所

得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
、
平
等
割
を

計
算
し
て
合
算
し
た
額
で
す
。

※
肉
用
牛
に
係
る
所
得
は
国
保
税
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
保
税
に
は
障

害
者
控
除
、
寡
婦（
寡
夫
）
控
除
な
ど

は
あ
り
ま
せ
ん

年
齢
に
よ
っ
て
異
な
る
保
険
税

・
40
歳
未
満
⇩
医
療
分
＋
支
援
金
分

・
40
歳
以
上
65
歳
未
満
⇩

　

医
療
分
＋
支
援
金
分
＋
介
護
分

・
65
歳
以
上
75
歳
未
満
⇩

　

医
療
分
＋
支
援
金
分（
介
護
保
険
料

　

は
別
途
、
原
則
年
金
か
ら
天
引
き
）

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

　

所
得
税
の
申
告（
市
県
民
税
の
申
告

を
含
む
）
を
し
た
人
で
、
次
に
該
当
す

る
世
帯
は
、
国
民
健
康
保
険
税
額
の
う

ち
、
均
等
割
額
と
平
等
割
額
を
軽
減
し

ま
す
。
た
だ
し
、
未
申
告
の
場
合
は
軽

減
の
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
2
割
軽
減
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
よ
り
軽
減
対
象
者
す
べ
て
に
軽
減

適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

申
請
は
不
要
で
す
。

注1
保
険
税
額
が
最
高
限
度
額
を
超
え
て
い

る
世
帯
は
、
軽
減
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、前
年
の
所
得
に
は
、

分
離
長
期
譲
渡
所
得
な
ど
に
係
る
特
別

控
除
額
を
含
み
ま
す
。
な
お
、
青
色
専

従
者
給
与
額
な
ど
は
、
事
業
主
の
所
得

に
含
め
ま
す
。
こ
の
場
合
、
事
業
専
従

者
自
身
の
給
与
所
得
は
無
い
も
の
と
計

算
し
ま
す

注2
世
帯
主
が
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
場
合
、
世
帯
主
の
所
得
は
課
税

の
計
算
に
含
み
ま
せ
ん
が
、
軽
減
判
定

の
所
得
に
は
含
み
ま
す

保
険
証
の
更
新
は
８
月
１
日

　

新
し
い
保
険
証
を
7
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
有
効
期
限
は
21
年
7
月
31
日

ま
で
の
1
年
間（
69
歳
の
人
は
70
歳
の

誕
生
月
末
、
74
歳
の
人
は
75
歳
の
誕
生

日
前
日
ま
で
）
で
す
が
、
未
納
が
あ
る

人
に
は
短
期
証（
有
効
期
限
が
短
い
保

険
証
）
を
送
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
至
急
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

前
年
所
得
が
次
の
金
額
以
下

軽
減

割
合

33
万
円

７
割

33
万
円
＋（
24
万
５
千
円
×
世
帯

主
を
除
く
被
保
険
者
数
）

５
割

33
万
円
＋（
35
万
円
×
被
保
険
者

数
）

２
割

年間保険税額（最高限度額68万円）

医療分
最高限度額47万円

介護分
最高限度額 9万円

支援金分
最高限度額12万円

・所得割額  （前年の総所得金額－基礎控除 33 万円）×所得割税率
・資産割額  当該年度の固定資産税額（都市計画税除く）×資産割税率
・均等割額  世帯の加入者人数×均等割額
・平等割額  世帯単位で計算

＋ ＋

医療費節減のための
上手な受診のポイント

・生活習慣を見直し、適度な運動を行い、栄
養、休養をバランスよくとりましょう
・定期的に健診を受け、病気の早期発見や
治療を心がけましょう
・かかりつけ医をもち、重複受診や転医を
控えましょう
・時間外診療は避けましょう
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現
在
高
鍋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
園
芸

学
部
と
環
境
造
園
学
部
を
再
編
し
た
学

部
で
す
。
園
芸
学
、バ
イ
オ
解
析
技
術
、

庭
園
・
公
園
、
都
市
緑
化
、
園
芸
療
法
、

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
、
食
と
緑
に
関

す
る
知
識
と
技
術
を
総
合
的
に
学
習
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
最
新
の
温

室
自
動
制
御
機
器
や
分
析
機
器
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
量
機
器
類
を
備
え
、
応

用
実
習
に
力
を
入
れ
ま
す
。

○
専
攻
内
容

園
芸
生
産
環
境
専
攻
、植
物
バ
イ
オ
・

育
種
専
攻
、
花
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
専

攻
、
造
園
緑
地
専
攻
、
自
然
環
境
専

攻
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻

○
卒
業
後
の
進
路

地
方
自
治
体
・
農
業
団
体
職
員
、
教

員（
理
科
・
農
業
）、
園
芸
・
造
園

関
連
企
業
、
大
学
院
進
学
ほ
か

○
取
得
資
格

樹
木
医
補
、
学
芸
員
、
測
量
士
補
、

中
学
校
教
諭
一
種（
理
科
）、
高
等

学
校
教
諭
一
種（
理
科
・
農
業
）
ほ

か
※
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る
も
の

グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
造
園
施

工
管
理
技
士
、ビ
オ
ト
ー
プ
管
理
士
、

土
木
施
工
管
理
技
士
ほ
か

進
学
希
望
の
多
い
学
部
を
開
設

　

平
成
19
年
に
、
本
市
が
都
城
・
北
諸

県
郡
内
の
9
高
校
で
実
施
し
た
進
学
希

望
調
査
に
よ
る
と
、
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

が
開
校
す
る
時
期
に
受
験
資
格
を
持

つ
2
年
生
の
希
望
進
路
は
、
教
育
系

（
13
・
0
㌫
）
が
最
も
多
く
、
そ
れ
に

経
済
系
と
語
学
系（
12
・
6
㌫
）
が
続

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
1
年
生
で
も
教

育
系（
18
・
1
㌫
）
が
一
番
多
く
、
次

い
で
工
業
系（
14
・
4
㌫
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
こ

う
し
た
地
元
の
進
学
希
望
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
教
育
系
学
部（
人
間
発
達
学

部
）が
新
た
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

　
身
近
な
大
学
で
進
学
経
費
が
低
減

　

自
宅
か
ら
通
学
可
能
な
身
近
な
環
境

に
大
学
が
開
学
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大

学
進
学
に
伴
う
家
計
負
担
が
大
幅
に
低

減
さ
れ
ま
す
。
私
立
大
学
の
場
合
、
一

年
間
の
食
費
や
住
居
・
光
熱
費
な
ど
の

学
生
生
活
費
支
出
の
全
国
平
均
は
、
下

宿
・
ア
パ
ー
ト
な
ど
か
ら
通
学
す
る
学

生
が
約
2
4
6
万
円
で
あ
る
の
に
対

し
、
自
宅
か
ら
通
学
す
る
学
生
は
約

1
7
1
万
円
と
、
約
75
万
円
も
進
学
経

費
が
低
減
さ
れ
て
い
ま
す（
平
成
18
年

度
文
部
科
学
省
学
生
生
活
調
査
）。

大
学
開
設
に
伴
う
波
及
効
果

　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開

校
に
よ
り
、

①
県
外
に
流
出
し
て
い
た
学
生
が
地
元

で
学
べ
る
機
会
を
得
ら
れ
る

②
学
生
や
大
学
関
係
者
の
定
住
に
よ

り
、
ま
ち
に
活
気
が
出
て
地
域
が
活

性
化
す
る

③
地
域
で
の
人
材
育
成
・
確
保
が
可
能

と
な
り
、
企
業
の
誘
致
促
進
が
図
ら

れ
、
雇
用
に
つ
な
が
る

④
学
生
の
ク
ラ
ブ
活
動（
社
会
福
祉
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
）、
教
員
の
研
究
会
な
ど
が
地
域

の
芸
術
・
文
化
向
上
に
役
立
つ

な
ど
の
社
会
的
・
文
化
的
な
波
及
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、学
生
や
教
職
員
の
消
費
活
動
、

大
学
運
営
費
な
ど
の
経
済
効
果
に
よ

り
、
地
域
経
済
も
活
性
化
す
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
身
近
な
環
境
に
大
学
が
で

き
る
こ
と
に
よ
り
、
公
開
講
座
の
開
催

や
施
設
の
開
放
な
ど
、
市
民
が
高
等
教

育
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
、
あ
ら
ゆ
る

世
代
の
生
涯
学
習
の
推
進
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

いよいよカウントダウン！

南九州大学  都城キャンパス
来年４月の南九州大学都城キャンパス開校まであと９カ月。
今回は、本市との公私協力方式によって開校する同キャンパスの概要を紹介します。
●問い合わせ　大学設置推進事務局　☎ 23-2178

地
域
の
ニ
ー
ズ
と
開
校
の
メ
リ
ッ
ト

地
域
の
ニ
ー
ズ
と
開
校
の
メ
リ
ッ
ト

平成21年4月開校

環
境
園
芸
学
部
環
境
園
芸
学
科

（
平
成
21
年
度
開
設
届
け
出
手
続
き
中
）
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保
育
か
ら
幼
児
・
児
童
教
育
ま
で
の

幅
広
い
知
識
を
持
っ
た
教
員
の
養
成
を

目
的
と
す
る
新
設
の
学
部
で
す
。
保
育

か
ら
中
学
ま
で
の
初
・
中
等
教
育
を
一

貫
し
て
学
び
な
が
ら
、
南
九
州
大
学
が

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
食
と
環
境
の
知

識
を
併
せ
持
つ
、
特
色
あ
る
教
員
を
養

成
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
専
攻
ご
と

に
2
つ
の
免
許
が
取
得
で
き
ま
す
。

○
専
攻
内
容

保
育
専
攻
、
幼
児
教
育
専
攻
、
児
童

教
育
専
攻
、
発
達
臨
床
心
理
専
攻

○
卒
業
後
の
進
路

保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学

校
の
教
諭
な
ど

○
取
得
資
格

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
一
種
、
小
学

校
教
諭
一
種
、中
学
校
教
諭
一
種（
国

語
・
英
語
）、
認
定
心
理
士
ほ
か

都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
状
況

　

都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
平
成
21
年

4
月
の
開
校
を
目
指
し
て
、
急
ピ
ッ
チ

で
校
舎
・
農
場
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
北
側
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
は
、
附
属
農
場
と
し
て
27
棟
の
温
室

な
ど
が
建
築
中
で
あ
り
、
今
後
、
屋
内

実
習
場
お
よ
び
管
理
棟
が
順
次
整
備
さ

れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
既
存
校
舎

の
改
装
工
事
も
開
始
さ
れ
て
お
り
、
す

べ
て
の
校
舎
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
校
舎
と
し
て
、
新
研
究
棟

が
来
年
3
月
の
完
成
を
目
指
し
て
、
7

月
に
は
着
工
さ
れ
る
予
定
で
す
。

オープンキャンパス
●日時　8/10､ 9/7､ 10/5､ 11/9　13：00～17：00
●内容　模擬授業､ 個別相談会
●問い合わせ　南九州大学入試広報課
　　　　　　　☎ 0120-3739-20

イメージ図

都城・北諸県郡内の高専および専門・専修学校でオープンキャンパスが行われます。
実際に見て、聞いて、学生生活を身近に感じながら、いろいろな疑問点を相談できます。いずれの学校も、
必ず事前に電話などで連絡の上、参加してください。

※上記以外の高等教育機関でも、学校説明などいろいろな相談に随時個別に対応しています
　●都城看護専門学校　☎ 22-0711　●都城調理師高等専修学校　☎ 22-4626

●日時　7/30　前半8：30～12：40
　　　　　　　後半10：30～15：50
●内容　実験･実演ほか
●問い合わせ　☎47-1134、47-1135

都城工業高等専門学校
●日時　7/26、8/9・30、9/13・27、
　10/25、11/22、12/20、1/31
　10：00～12：00
●内容　体験授業ほか
●問い合わせ　☎38-4811

都城コアカレッジ
●日時　7/26、8/9、10/25
　　　　10：00～12：00
●内容　学校説明、体験ほか
●問い合わせ　☎38-4812

都城デンタルコアカレッジ

●日時　8/20 ～8/22
　　　　10：00～12：00
●内容　洋裁実習ほか
●問い合わせ　☎22-3093
※実習希望者は1週間前までの申し込み必要

都城文化服装専門学校
●日時　8/1・27、9/6（13：30～）
　10/25（学校祭開催中のため時間未定）
●内容　体験･進路相談
●問い合わせ　☎22-3690

国立病院機構都城病院附属看護学校
●日時　毎週土曜日（祝日は除く）
　　　　8：00～16：30
※8月は日曜日以外、毎日開催
●内容　学校見学ほか
●問い合わせ　☎52-6921

都城洋香看護専門学校

ＯＰＥＮ　ＣＡＭＰＵＳ
地元の学校への進学を決めるには、オープンキャンパスを利用しましょう

ＯＰＥＮ　ＣＡＭＰＵＳ
地元の学校への進学を決めるには、オープンキャンパスを利用しましょう

人
間
発
達
学
部
人
間
発
達
学
科

（
平
成
21
年
度
設
置
認
可
申
請
中
）
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高齢者
への虐待

ひ
と
り
で

悩
ま
な
い
で

高
齢
者
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
て
２
年
余
り
。
今
も
な
お
や

ま
な
い
虐
待
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
、
な
か
な

か
周
囲
に
は
見
え
に
く
い
も
の
で
す
。
高
齢
者
へ
の
虐
待
を
未

然
に
防
ぎ
、
介
護
を
す
る
者
、
さ
れ
る
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
地
域
の
み
ん
な
で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

●
問
い
合
わ
せ　

健
康
長
寿
課　

☎
23-

3
1
8
4

高
齢
者
へ
の
虐
待 

　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
や
介

護
保
険
施
設
な
ど
の
職
員
か
ら
不
適
切

な
扱
い
に
よ
っ
て
権
利
や
生
命
、
健
康

な
ど
が
損
な
わ
れ
る
よ
う
な
状
態
に
お

か
れ
る「
高
齢
者
虐
待
」。
社
会
的
問

題
に
な
っ
て
い
る
こ
う
し
た
高
齢
者
へ

の
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
、
平
成
18
年

４
月
に
高
齢
者
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ

れ
、
高
齢
者
を
虐
待
か
ら
守
る
制
度
が

確
立
し
ま
し
た
。

　

一
口
に
虐
待
と
言
っ
て
も
そ
の
内
容

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
今
年
1
月
に
行
っ
た

高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
市
民
へ
の
意
識

調
査
で
も
、
高
い
認
識
度
を
示
し
た
身

体
に
関
す
る
も
の
か
ら
、
あ
ま
り
意
識

さ
れ
て
い
な
い
経
済
的
虐
待
ま
で
ま
ち

ま
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
高
齢
者
と
交
わ

る
機
会
が
多
く
な
る
中
、
虐
待
に
つ
い

て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

気
に
な
っ
た
ら
迷
わ
ず
相
談 

　

虐
待
の
要
因
は
、
世
話
を
し
て
い
る

当
事
者
に
虐
待
へ
の
自
覚
が
な
か
っ
た

り
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
が
家

族
な
ど
に
遠
慮
し
た
り
す
る
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
そ
の
た
め
、
虐
待
の
実
態

が
周
囲
に
は
見
え
に
く
く
、
ま
た
、
他

人
の
家
の
こ
と
に
口
を
出
し
に
く
い
こ

と
も
あ
り
、
虐
待
で
は
と
感
じ
な
が
ら

も
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
迷
っ
て
い
る

人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待
に

気
付
い
た
人
は
市
役
所
な
ど
に
通
報
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
深

刻
な
事
態
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
迷

わ
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

こんなことが

虐待に
なります

□
た
た
く
、つ
ね
る
、

殴
る
、
け
る
、
や
け

ど
を
負
わ
せ
る
、ベ
ッ

ド
や
車
い
す
に
縛
り

つ
け
た
り
、
意
図
的

に
薬
を
過
剰
に
飲
ま

せ
る
な
ど

身
体
的

□
食
事
や
飲
み
物
を

十
分
に
与
え
な
い
、

入
浴
さ
せ
な
い
、
お

む
つ
を
替
え
な
い
、

不
潔
な
環
境
に
放
置

す
る
な
ど

□
排
せ
つ
の
失
敗
に

対
し
て
恥
を
か
か
せ

る
、
怒
鳴
る
、
の
の

し
る
、
無
視
す
る
、

子
ど
も
扱
い
す
る
な

ど

□
懲
罰
的
に
下
半
身

を
裸
に
し
て
放
置
す

る
、
キ
ス
や
性
器
へ

の
接
触
、
セ
ッ
ク
ス

の
強
要
な
ど

□
年
金
や
預
貯
金
を

本
人
の
意
思
や
利
益

に
反
し
て
使
用
す

る
、
日
常
生
活
に
必

要
な
金
を
渡
さ
な
い
、

使
わ
せ
な
い
な
ど

経
済
的

性
的

心
理
的

放
棄
・
放
任

相談機関（市役所および地域包括支援センター）

名　　　　　称 電話番号
市健康長寿課　地域支援担当 ☎23-3184

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

姫城・中郷地区地域包括支援センター ☎26-8339
妻ケ丘・小松原地区地域包括支援センター ☎23-9712
五十市・横市地区地域包括支援センター ☎57-6767
祝吉・沖水地区地域包括支援センター ☎26-4212
志和池・庄内・西岳地区地域包括支援センター ☎45-4180
山之口・高城地区地域包括支援センター ☎29-1682
山田・高崎地区地域包括支援センター ☎45-8411

高齢者への虐待に関する認識率
（市民への意識調査結果）

身体に関するもの

介護の放棄

心理に関するもの

性に関するもの

お金に関するもの

0 25 50 75

77.5％

74.9％

62.2％

55.0％

44.7％
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●
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

9
5
4
5

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の 

　

気
に
な
る
人
が
い
る
場
合
は
、
市
役

所
健
康
長
寿
課
ま
た
は
市
内
7
カ
所

に
設
置
し
て
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高

齢
者
虐
待
に
関
す
る
相
談
を
は
じ
め
、

介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と
や
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
相
談
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。
平
成
19
年
度
に
セ
ン
タ
ー
へ
寄

せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
5
、5
6
8
件
。

そ
の
う
ち
高
齢
者
虐
待
な
ど
の
権
利
擁

護
に
関
す
る
相
談
が
1
9
3
件
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の

悩
み
事
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

が
ん
ば
り
過
ぎ
な
い
介
護
の
す
す
め 

　

高
齢
者
へ
の
虐
待
が
増
加
し
て
い
る

原
因
の
一
つ
に
、
介
護
す
る
側
の
心
身

の
疲
労
が
あ
り
ま
す
。
介
護
は
長
期
に

わ
た
る
こ
と
が
多
く
、
家
族
だ
け
で
頑

張
っ
て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
余
裕
を

持
っ
て
介
護
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
す
る
人
の
負
担

を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
窓
口
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
専
門
の
職
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
な
お
、
相
談
者
や
相
談
内
容
な

ど
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

虐待で多いのが認知症の高齢者を介
護している場合です。介護に手がか
かるうえに、それらを一人で頑張り
すぎて身体的な虐待を行ってしまう
現実があります。介護サービスなど
を利用することで改善できますが、
大事なのは近所の人や民生委員、地
元公民館などと手を取り合い、お互
いに助け合える地域づくりを行うこ
とです。

五十市・横市地区地域
包括支援センター
主任ケアマネージャー

郡山　和枝さん

Interview

８
月
は
人
権
啓
発
強
調
月
間
で
す

人
権
啓
発
強
調
月
間
に
あ
わ
せ
て
人

権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
映
画
祭

●
日
時
・
場
所　

8
月
8
日
㈮

　

14
時
〜　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

映
画
の
上
映
〜
「
い
じ
め

は
ゼ
ッ
タ
イ
わ
る
い
！
」「
き
ず
だ

ら
け
の
り
ん
ご
」「
森
の
リ
ト
ル
・

ギ
ャ
ン
グ
」

人
権
啓
発
映
画
の
テ
レ
ビ
放
映

●
放
送
日
時　

8
月
14
日
㈭

　
　
　
　
　
　

15
時
10
分
〜

●
内
容
「
ひ
ま
わ
り
の
よ
う
に
」

※
放
映
は
Ｍ
Ｒ
Ｔ
宮
崎
放
送

人
権
に
関
す
る
標
語
募
集（
市
主
催
）

●
対
象
者　

市
内
に
居
住
、
勤
務
ま
た

は
通
学
す
る
人（
小
学
生
以
上
）

　

8
月
1
日
㈮
か
ら
9
月
12
日
㈮
ま

で
に
、
は
が
き
、
ま
た
は
所
定
の
応
募

用
紙
に
、
標
語
、
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、

住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
生
涯

学
習
課（
〒
885-

8
5
5
5
）
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

生
涯
学
習
課
、
各
総
合
支

所
、
各
地
区
公
民
館
に
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
人
権
の
花
」運
動

　

祝
吉
中
学
校
と
祝
吉
小
学
校
で
6
月

28
日
と
30
日
、「
人
権
の
花
」
の
苗
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
花
を
育
て
る
こ
と
で
、
命
の
大
切

さ
や
思
い
や
り
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

インタビュー

地域包括支援センターの相談実績
（平成 19年度）

権利擁護
193件
（4％）

包括的ケア
マネジメント
220件
（4％）

各種申請代行
1,290件
（23％） 総合相談

3,865件
（69％）

高齢者虐待などに
関する相談



平
成
19
年
は
国
内
で
年
間
3
万
人
以

上
、
県
内
で
は
前
年
よ
り
32
人
多
い

3
9
4
人
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
ま
す

（
厚
生
労
働
省
発
表
）。
宮
崎
県
に
お

け
る
人
口
10
万
人
当
た
り
の
自
殺
者
数

34
・
6
人
は
、
秋
田
県
に
次
い
で
全
国

で
2
番
目
。
都
城
市
で
も
毎
年
多
く
の

人
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い
る
の
が
実

情
で
す
。
私
た
ち
も
こ
う
し
た
現
状
を

理
解
し
な
が
ら
、
自
殺
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
ろ
の
健
康
ア
ン
ケ
ー
ト

　

昨
年
8
月
に
実
施
し
た
市
民
向
け
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
お
よ
そ

4
割
の
人
が
経
済
的
な
不
安
を
感
じ
て

お
り
、
ま
た
、
9
割
以
上
の
人
が
相
談

し
た
り
、
助
け
を
求
め
た
り
す
る
こ
と

に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る

こ
と
、
8
割
近
く
の
人
が
自
殺
は
仕
方

の
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

本
市
に
お
け
る
自
殺
対
策

　

自
殺
の
原
因
は
、
健
康
問
題
、
う
つ

病
、
ス
ト
レ
ス
、
多
重
債
務
な
ど
多
く

の
要
因
が
絡
み
合
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
市
で
は
各

分
野
の
関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
悩
み
や
相
談
に
対
応

で
き
る
支
援
体
制
を
作
り
ま
す
。

　

ま
た
、
集
会
や
講
演
会
な
ど
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
利
用
し
て
の
情
報
提
供
や
啓

発
活
動
を
行
う
ほ
か
、自
死
遺
族
へ
の

支
援
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
、あ
な
た
の
悩
み

　

気
付
い
て
く
だ
さ
い
、自
殺
の
サ
イ
ン

2008.7　10

平成18年自殺率（自殺率：10万人当たりの自殺者数）
1位 2位 3位 4位 5位
秋田 岩手 山形 島根 宮崎
40.3人 31.0人 29.0人 28.9人 28.5人

平成19年自殺率（自殺率：10万人当たりの自殺者数）
1位 2位 3位 4位 5位
秋田 宮崎 青森 岩手 島根
37.5 34.6人 33.3人 32.2人 32.1人

都城圏域の死亡者数
16年 17年 18年

自殺 63人 71人 63人
交通事故 23人 13人 17人

《
電
話
相
談
》

●
こ
こ
ろ
の
電
話

月
〜
金
曜
日　

9
時
〜
19
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

☎
0
9
8
5-

32-

5
5
6
6

●
鹿
児
島
い
の
ち
の
電
話

※
24
時
間
対
応

☎
0
9
9-

2
5
0-

7
0
0
0

●
宮
崎
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー

水
・
日
曜
日　

20
時
〜
23
時

☎
0
9
8
5-

77-

9
0
9
0

《
相
談
機
関
》

●
都
城
保
健
所
メ
ン
タ
ル
相
談
事
業

毎
月
第
3
木
曜
日　

※
要
予
約

☎
23-

4
5
0
4

●
宮
崎
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

相
談
窓
口　

※
要
予
約　

☎
0
9
8
5-

27-

5
6
6
3　

●
障
害
福
祉
課　

☎
23-

2
9
8
0

●
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

《
相
談
窓
口
情
報
サ
イ
ト
》

●
み
や
ざ
き
こ
こ
ろ
青
Ｔ
ね
っ
と

http
://w

w
w
.m
-aot.net

●
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

2
9
8
0

不安やイライラ感が
強く、落ち着きがない

不眠症状が強く、
長く続く

周囲から援助が全く
得られない

将来に希望が
持てないと言う

親しい人と離別して
立ち直れない

自殺を口にしたり、
自傷行為をしたりする

過去に自殺を図った
ことがある

私たちにできること
　悩みを持つ人が相談しやすい環境をつくり
家族や友人、職場などで悩んでいる人の身近
な相談相手となるほか、次のような自殺のサ
インを見逃さないことが大切です。こんなサ
インの背景には「死にたい」＝「助けて欲しい」
という思いが隠れていることが多くあります。
あなたは大事な人だ、あなたが必要だ、あな
たがいなくなったら悲しい、というメッセー
ジを伝えましょう。
　そして、決して抱え込まずに医療機関や相
談窓口に相談するように促しましょう。
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裁
判
員
制
度

読
め
ば
納
得
！

Q
&
A

　

平
成
21
年
５
月
21
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
裁
判
員
制
度
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、

あ
な
た
が
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
が

あ
る
か
も
…
。

　

シ
リ
ー
ズ
２
回
目
の
今
回
は
、
実
際

に
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
時
の
裁
判
に
か

か
わ
る
日
数
や
時
間
、
経
費
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

Q
裁
判
員
裁
判
は
何
日
か
か
る
の
？

Ⓐ
約
7
割
の
事
件
は
連
日
的
に
開
廷

す
る
こ
と
で
3
日
以
内
に
終
わ
る
と
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。裁
判
員
裁
判
で
は
、

法
廷
で
の
審
理
を
始
め
る
前
に
、
裁
判

官
、
検
察
官
、
弁
護
人
で
あ
ら
か
じ
め

事
件
の
争
点
や
証
拠
を
整
理
し
、
審
理

を
計
画
的
に
行
う
た
め
の
手
続
き（
公

判
前
整
理
手
続
）
を
行
い
ま
す
の
で
、

今
ま
で
の
裁
判
よ
り
は
短
期
間
で
審
理

が
行
わ
れ
ま
す
。

Q
具
体
的
に
は
ど
こ
の
裁
判
所
で
行

わ
れ
る
の
？

Ⓐ
宮
崎
市
旭
町
に
あ
る
宮
崎
地
方
裁

判
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

Q
裁
判
員
裁
判
は
一
日
ど
れ
く
ら
い

か
か
る
の
？

Ⓐ
1
日
あ
た
り
5
〜
6
時
間
程
度
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
昼
食
時
間
を
は

さ
ん
で
、
遅
く
と
も
夕
方
の
5
時
に
は

終
わ
り
ま
す
。

Q
交
通
費
や
昼
食
代
は
支
給
さ
れ
る
の
？

Ⓐ
日
当
や
交
通
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
裁
判
所
か
ら
家
が
遠
い
な
ど
の

理
由
で
宿
泊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
に
は
、
宿
泊
費
も
支
払
わ
れ
ま
す
。

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
場
合
の
日
当
は
1

日
1
万
円
以
内
の
金
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
宿
泊
費
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
県
は

1
泊
7
、8
0
0
円
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

Q
法
律
の
専
門
家
で
は
な
い
国
民
が

加
わ
っ
て
も
大
丈
夫
な
の
？

Ⓐ
法
律
的
な
知
識
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
必
要
な
場
合
に
は
、
裁
判
員
の
皆

さ
ん
に
裁
判
官
が
分
か
り
や
す
く
説
明

し
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
裁
判
員
の
皆

さ
ん
は
、
今
ま
で
の
人
生
経
験
や
感
覚

を
基
に
し
た
視
点
か
ら
、
意
見
を
述
べ

た
り
、判
断
し
た
り
し
て
も
ら
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

宮
崎
地
方
裁
判
所
庶
務
係

　

☎
0
9
8
5-

23-

2
2
6
3

政
治
家（
候
補
者
、
立
候
補
予
定
者
含

む
）と
有
権
者
の
ク
リ
ー
ン
な
関
係
を

保
ち
、
選
挙
や
政
治
の
腐
敗
を
防
ぐ
た

め
、明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は「
贈

ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受
け
取
ら
な
い
」

の
三
な
い
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1
政
治
家
か
ら
の
寄
付
の
禁
止

　

選
挙
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
治

家
が
選
挙
区
内
の
人
に
寄
付
を
す
る
こ

と
は
、
名
義
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
特

定
の
場
合
を
除
い
て
一
切
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も

い
け
ま
せ
ん
。

※
特
定
の
場
合
と
は
、
政
党
そ
の
他
の

政
治
団
体
ま
た
は
そ
の
支
部
に
対
す

る
寄
付
、
政
治
家
の
親
族
に
対
す
る

寄
付
、
政
治
家
が
も
っ
ぱ
ら
政
治
上

の
主
義
施
策
を
普
及
す
る
た
め
に
行

う
講
習
会
そ
の
他
の
政
治
教
育
の
た

め
の
集
会
に
関
し
必
要
や
む
を
得
な

い
実
費
の
補
償
で
す

※
禁
止
さ
れ
て
い
る
寄
付
の
例

病
気
見
舞
い
、
祭
り
へ
の
寄
付
や
差

し
入
れ
、
地
域
の
運
動
会
や
ス
ポ
ー

ツ
大
会
へ
の
飲
食
物
の
差
し
入
れ
、

結
婚
祝
い
・
香
典（
政
治
家
本
人
が
自

ら
出
席
す
る
場
合
は
罰
則
の
適
用
は

あ
り
ま
せ
ん
）、入
学
・
卒
業
祝
い
な
ど

2
後
援
団
体
か
ら
の
寄
付
の
禁
止

　

政
治
家
の
後
援
団
体
が
行
う
寄
付

も
、
特
定
の
場
合
を
除
い
て
政
治
家
同

様
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

3
政
治
家
の
関
係
会
社
か
ら
の

　

寄
付
の
禁
止

　

政
治
家
が
役
員
・
構
成
員
と
な
っ
て

い
る
会
社
や
団
体
が
、
政
治
家
の
名
前

を
表
示
し
て
行
う
寄
付
や
政
治
家
の
名

前
が
類
推
さ
れ
る
よ
う
な
名
義
で
の
寄

付
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

4
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
年
賀
状

や
暑
中
見
舞
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ

を
出
す
の
は
、「
答
礼
の
た
め
の
自
筆

に
よ
る
も
の
」以
外
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局　

☎
23-

7
8
6
4

住住
み
よ
い

み
よ
い
社
会
社
会
はは
明明
る
い
る
い
選
挙
選
挙
か
ら
か
ら

第
２
回（
全
６
回
）
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霧
島
を
囲
む
自
治
体
が
強
力
タッ
グ

 
第
２
回
環
霧
島
会
議

　

霧
島
を
ふ
る
さ
と
の
山
に
持
つ
宮

崎
、
鹿
児
島
の
7
市
町
が
県
境
を
越
え

て
広
域
的
な
連
携
を
図
ろ
う
と
昨
年
10

月
に
発
足
さ
せ
た
環
霧
島
会
議
。
そ
の

2
回
目
の
会
合
が
5
月
22
日
に
総
合
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前

中
に
行
わ
れ
た
総
会
で
は
、
首
長
や
担

当
職
員
ら
が
環
境
や
観
光
な
ど
5
つ
の

分
野
に
つ
い
て
協
議
し
、
共
通
の
観
光

マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
で
合
意
し
た

ほ
か
、
防
災
協
定
の
締
結
に
向
け
て
連

携
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
同
ホ
ー
ル
で
活

火
山
霧
島
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
の
ほ

か
、各
市
町
の
紹
介
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
熱
演
に
プ
ロ
芸
人
も
タ
ジ
タ
ジ

 

宝
く
じ
ふ
る
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
劇
場

　

宝
く
じ
ふ
る
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
劇
場
が

5
月
24
日
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
場
の
お
笑
い
芸
人
や

落
語
家
を
間
近
に
見
ら
れ
る
と
あ
っ

て
、
発
売
後
1
週
間
で
券
が
売
り
切
れ

る
人
気
ぶ
り
。
こ
っ
け
い
な
会
話
や
し

ぐ
さ
に
、
観
客
ら
は
大
き
な
笑
い
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
市
民
10
人
が
特
別

出
演
し
た
コ
メ
デ
ィ
劇
場
で
は
、
芸
人

顔
負
け
の
演
技
に
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
親
子
で

訪
れ
た
佐
藤
里
佳
さ
ん（
宮
崎
市
）
は

「
テ
レ
ビ
と
違
い
、
生
は
表
情
が
豊
か

で
す
ね
」と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

泥
ま
み
れ
の
熱
戦

 

高
崎
町
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭

　

地
域
の
活
性
化
と
今
年
の
豊
作
を
祈

願
す
る
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭
が

6
月
1
日
、
高
崎
町
の
水
田
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
で
17
回
目
と
な
る
同
祭

に
は
、
市
内
外
か
ら
43
チ
ー
ム
2
9
2

人
が
参
加
。
選
手
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ

趣
向
を
凝
ら
し
た
衣
装
で
全
身
泥
ま
み

れ
に
な
り
な
が
ら
プ
レ
ー
を
楽
し
み
、

昼
食
時
に
は
高
崎
町
名
物
の「
北
斗
鍋
」

の
振
る
舞
い
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し

た
。
職
場
の
同
僚
と
初
め
て
参
加
し
た

肝き
も
つ
き付

成
美
さ
ん（
安
久
町
）
は「
泥
を
気

に
し
た
ら
何
も
で
き
な
い
の
で
、
も
う

い
い
や
ー
と
い
う
思
い
で
泥
に
飛
び
込

ん
だ
」と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

〝
も
し
も
〞に
備
え
て
地
域
が
連
携

 

土
砂
災
害
全
国
統
一
防
災
訓
練

　

平
成
16
、
17
年
と
2
年
続
け
て
台
風

に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た
安
久
町
尾
平

野
地
区（
永
峰
義
廣
館
長
、
27
世
帯
）

で
6
月
１
日
、
土
砂
災
害
を
想
定
し
た

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
住

民
や
消
防
団
、
行
政
関
係
者
ら
約
1
0

0
人
が
参
加
し
た
訓
練
で
は
、
防
災
無

線
な
ど
が
通
じ
な
い
た
め
、
災
害
時
の

連
絡
手
段
と
し
て
昨
年
導
入
さ
れ
た
衛

星
携
帯
電
話
を
使
っ
て
の
災
害
情
報
の

伝
達
や
避
難
の
手
順
を
確
認
。
永
峰
館

長
は
「
高
齢
者
の
多
い
地
区
な
の
で
、

災
害
へ
の
意
識
を
高
め
、
地
域
の
連
携

を
確
認
す
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
」
と

訓
練
の
成
果
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
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水
資
源
を
守
る
の
は
蛇
口
点
検
か
ら

 

無
料
水
道
点
検
サ
ー
ビ
ス

　

6
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
の
水
道
週

間
に
合
わ
せ
て
、
水
資
源
の
大
切
さ

や
水
道
事
業
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
都
城
市
と
北
諸
県
郡

の
管
工
事
協
同
組
合
や
水
道
局
職
員
が

6
月
2
日
、
無
料
水
道
点
検
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
ま
し
た
。
事
前
に
申
し
込
み

の
あ
っ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
宅
65
軒

を
点
検
従
事
者
50
人
が
2
人
1
組
で
回

り
、
蛇
口
の
水
漏
れ
な
ど
を
点
検
。
蛇

口
の
調
整
な
ど
を
し
て
も
ら
っ
た
松
山

カ
ズ
子
さ
ん（
下
川
東
三
丁
目
）は
「
一

人
で
は
修
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
と
て
も
助

か
り
ま
す
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

あ
じ
さ
い
公
園
に
工
芸
家
集
う

 

手
作
り
村
in
山
之
口

　

山
之
口
あ
じ
さ
い
公
園
で
6
月
6
日

か
ら
8
日
ま
で
、
手
作
り
村
in
山
之
口

が
開
か
れ
ま
し
た
。
6
回
目
を
迎
え
た

今
年
も
九
州
各
地
か
ら
陶
器
や
木
彫
品

な
ど
の
工
芸
家
14
人
が
出
店
。
あ
じ
さ

い
の
甘
い
香
り
が
漂
う
会
場
に
は
多
く

の
家
族
連
れ
な
ど
が
訪
れ
、
手
作
り
の

味
わ
い
が
あ
る
品
々
を
眺
め
た
り
、
工

芸
家
と
交
流
を
深
め
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
か
づ
ら
の
会
会
長
の
木
村
順
子
さ

ん
は「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に

あ
じ
さ
い
公
園
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
付
近
の
観
光
名
所
も
訪
れ
て
も
ら

え
る
と
地
域
が
盛
り
上
が
り
ま
す
ね
」

と
大
盛
況
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

地
域
を
越
え
た
文
化
の
交
流
は
じ
ま
る

 

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
定
期
公
演

　

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄

瑠
璃
の
定
期
公
演
が
6
月
15
日
、
人

形
の
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
麓
地
区
の

郷
士
た
ち
が
参
勤
交
代
の
折
持
ち
帰
っ

て
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
文
弥
節
人
形

浄
瑠
璃
。
哀
愁
を
帯
び
た
独
特
の
節
回

し
に
合
わ
せ
て
平
家
物
語
の
世
界
を
描

い
た
2
幕
が
披
露
さ
れ
、
観
客
ら
は

3
0
0
年
以
上
続
く
伝
統
芸
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
人
形
浄
瑠
璃
を

通
じ
て
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
と
新
た

な
交
流
も
始
ま
っ
て
お
り
、
保
存
会
員

ら
は
本
市
で
開
催
さ
れ
る
11
月
の
合
同

公
演
に
向
け
て
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯
が
元
気
の
源

 

お
口
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

健
康
維
持
の
た
め
口こ
う
く
う腔
衛
生
に
も
意

識
を
向
け
て
も
ら
お
う
と
、6
月
7
・
8

日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
お
口

の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ
ま

し
た
。
会
場
で
は
、
歯
の
健
康
度
を

競
う
「
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
」
や
歯
科
技
工
技
術
を
生
か
し
た
立

体
手
形
作
り
、
無
料
フ
ッ
素
塗
布
な
ど

が
行
わ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
が
フ
ッ
素
塗
布

を
体
験
し
た
園
田
智
子
さ
ん（
上
長
飯

町
）
は「
都
城
は
虫
歯
が
あ
る
乳
幼
児

の
割
合
が
高
い
と
聞
い
た
の
で
、
こ
う

し
た
イ
ベ
ン
ト
で
親
の
意
識
も
高
ま
る

の
で
は
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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月
29
日
、
東
京
の
第
一
生
命

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た「
若

い
指
揮
者
の
た
め
の
合
唱
指
揮
コ
ン

ク
ー
ル
」で
菊
村
隆
史
さ
ん（
高
城

町
）が
総
合
2
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
全
国
か
ら
33
人

が
応
募
。
事
前
審
査
で
選
ば
れ
た
12

人
が
モ
デ
ル
合
唱
団
を
相
手
に
タ
ク

ト
を
振
り
、
曲
の
テ
ン
ポ
や
、
ハ
ー

モ
ニ
ー
な
ど
の
技
術
面
の
ほ
か
、
い

か
に
合
唱
団
の
魅
力
や
持
ち
味
を
引

き
出
せ
る
か
と
い
っ
た
指
導
力
、
表

現
力
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。
菊
村
さ

ん
は
、
観
客
の
投
票
で
選
ば
れ
る

オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
な
ど
3
つ
の
賞

を
獲
得
。
結
果
に
つ
い
て
は「
何
よ

り
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
を
も
ら
っ
た

こ
と
が
1
位
に
匹
敵
す
る
ぐ
ら
い
う

れ
し
い
」と
受
賞
を
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

　

父
親
が
音
楽
教
師
と
い
う
環
境
に

育
ち
な
が
ら
、
本
格
的
に
音
楽
の
道

に
入
っ
た
の
は
大
学
に
進
学
し
て
か

ら
。
た
ま
た
ま
誘
わ
れ
て
入
部
し
た

合
唱
団
で
指
揮
の
道
を
志
し
、
在
学

中
は
学
生
指
揮
者
と
し
て
経
験
を
積

み
、
大
学
卒
業
後
の
平
成
10
年
と
12

年
に
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
渡
り
指
揮
者

と
し
て
の
腕
を
磨
き
ま
し
た
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は「
指
先
か
ら
音

楽
が
出
て
い
な
い
指
揮
者
は
だ
め

だ
。
感
性
を
磨
き
な
さ
い
」と
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
た
ほ
か
、「
言
葉
が

な
く
て
も
音
楽
で
通
じ
合
う
喜
び
を

初
め
て
味
わ
っ
た
」と
振
り
返
り
ま

す
。

　

九
州
一
円
で
14
団
体
を
指
導
す
る

売
れ
っ
子
指
揮
者
、
時
間
が
許
せ
ば

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ

イ
ビ
ン
グ
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
と

い
う
菊
村
さ
ん
。「
都
城
の
自
然
が

僕
の
音
楽
の
源
。
今
後
は
都
城
の
音

楽
文
化
の
向
上
に
寄
与
し
た
い
」と

意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

４
Scenery of a person

「若い指揮者のための合唱指揮コンクール」で
総合２位に輝いた

菊村 隆史さん（高城町）
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第31回 麓小学校
◎山之口町山之口3842  ☎57-2028

　

騎
手
に
な
る
た
め
に
高
城
町
を
離
れ

た
の
は
、
中
学
校
卒
業
の
春
で
し
た
。

友
達
と
は
全
く
違
う
世
界
に
飛
び
込
ん

で
不
安
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い

つ
か
み
ん
な
に
笑
っ
て
報
告
で
き
る
よ

う
に
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

競
馬
の
世
界
で
は
ダ
ー
ビ
ー
と
い
う

レ
ー
ス
が
一
番
で
す
。
私
が
ダ
ー
ビ
ー

を
取
っ
た
の
は
高
城
を
離
れ
て
半
世
紀

近
く
、
49
年
か
か
り
ま
し
た
。
騎
手
を

引
退
し
て
調
教
師
に
な
り
、
順
風
満

帆
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

徐
々
に
勝
ち
く
ら（
勝
利
数
）
を
増
や

し
て
い
っ
て
、
天
皇
賞
を
2
年
連
続
で

勝
っ
た
メ
ジ
ロ
マ
ッ
ク
イ
ー
ン
な
ど
の

名
馬
も
手
が
け
ま
し
た
が
、
ダ
ー
ビ
ー

は
な
か
な
か
勝
て
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
と
う
と
う
、
2
0
0
5
年

に
デ
ィ
ー
プ
イ
ン
パ
ク
ト
が
ダ
ー
ビ
ー

ば
か
り
で
な
く
皐さ

つ
き月
賞
、
菊き

っ
か花
賞
も
無

敗
で
勝
っ
て
三
冠
馬
に
な
り
、
私
の
夢

を
か
な
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

デ
ィ
ー
プ
イ
ン
パ
ク
ト
は
天
皇
賞
、
宝

塚
記
念
、
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
、
有
馬
記

念
と
い
っ
た
大
レ
ー
ス
も
勝
ち
、
七
冠

馬
と
な
っ
て
引
退
し
ま
し
た
。
今
春
か

ら
は
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
皆
さ
ん

に
は
温
か
い
ご
声
援
を
い
た
だ
い
た
こ

と
を
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
定
年
が
近
く
な
り
、
デ
ィ
ー
プ

の
子
馬
に
携
わ
れ
る
の
も
わ
ず
か
と

な
っ
て
し
ま
い
、
と
て
も
残
念
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
意
欲

を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
つ
も
り
で

す
。
最
近
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
宮
崎
の
話

題
が
多
く
、
懐
か
し
く
な
っ
た
り
、
励

ま
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
小
倉
で
の

競
馬
開
催
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
は
同
級
生
と
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
た
い
と
思
い
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま

す
。

昭和16年生まれ。高城町出身。
日本中央競馬会調教師。昭和34年騎
手デビュー。昭和53年騎手引退後、
翌54年厩舎（きゅうしゃ）開業。調教
師として通算726勝、うちＧⅠ17勝。
（平成20年5月31日現在）

　

僕
た
ち
の
通
う
麓
小
学
校
は
、
明
治

7
年
創
立
で
薩
摩
藩
の
名
残
の
あ
る
伝

統
校
で
す
。
全
校
児
童
70
人
の
小
さ
な

学
校
で
す
が
、
元
気
で
明
る
く
優
し
い

子
ど
も
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

登
下
校
時
に
学
校
の
正
門
を
く
ぐ
る

時
に
、
朝
は「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
い
、

帰
る
時
は「
さ
よ
う
な
ら
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
言
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
麓
小
学
校
の
伝
統
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
と

い
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
麓
小
学
校
で
は
毎
年
、
米
作

り
を
し
て
い
ま
す
。
田
植
え
、
水
の
管

理
、
稲
刈
り
、
脱
穀
な
ど
地
域
の
人
た

ち
と
力
を
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
地
域

の
人
た
ち
が
優
し
く
教
え
て
く
れ
る
の

で
、
と
て
も
助
か
り
ま
す
。
12
月
に
は

地
域
の
人
た
ち
を
招
い
て
、
も
ち
つ
き

大
会
を
行
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
作
っ

た
米
で
で
き
た
も
ち
な
の
で
、
そ
の
お

い
し
さ
は
格
別
で
す
。

　

そ
し
て
、
麓
地
区
に
は
人
形
浄
瑠
璃

が
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
て
、
人
形

の
館
で
年
に
4
回
の
定
期
公
演

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
人

形
浄
瑠
璃
は
、
全
国
に
4
つ
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
約
3
0
0
年

前
か
ら
続
い
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
て
、
27
体
の
人
形
を
操
っ

て
芝
居
を
す
る
も
の
で
す
。
麓

小
学
校
の
5
、6
年
生
も
一
年

間
か
け
て
練
習
し
、
3
月
の
定

期
公
演
で
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

人
形
を
音
楽
に
合
わ
せ
て
人
間
の
よ
う

に
操
る
の
は
難
し
い
け
れ
ど
、
保
存
会

の
人
た
ち
が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
守
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

「
伝
統
あ
る

 

麓
小
学
校
」

６
年  

江
口 

滉ひ
ろ

基き 

さ
ん

Fumoto Primary SchoolFumoto Primary School

◎学校のシンボル
「関所風の造りの校門」
　僕たちを迎える校門は、国道269
号からもよく見えるところに位置し
ています。小学校がかつて薩摩藩の
藩境にあったためいくつもの関所が
あり、その名残から校門も関所風に
なりました。

池江  泰郎 （いけえ やすお）

【
勝
負
の
世
界
に
生
き
て
】

池
江　
泰
郎 

さ
ん
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募　

集

Recruitm
ent

推
薦
く
だ
さ
い

市
文
化
賞
受
賞
候
補
者

　

都
城
市
の
文
化
の
向
上
発
展
に
関
し
、

特
に
顕
著
な
業
績
ま
た
は
功
労
の
あ
っ
た

本
市
出
身
者
、
在
住
者
、
縁
故
者
お
よ
び

本
市
に
所
在
す
る
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

●
部
門　

①
学
術　

②
芸
術　

③
技
術　

④
社
会
教
育　

⑤
体
育　

⑥
文
化
功
労

問　

生
活
文
化
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

に
あ
る
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
て
、

8
月
1
日
㈮
ま
で
に
生
活
文
化
課

☎
23-

2
1
3
2

国
家
公
務
員
採
用
試
験

●
試
験
名

①
大
卒
程
度
〜
航
空
管
制
官

②
高
卒
程
度
〜
刑
務
官
、
入
国
警
備
官
、

皇
宮
護
衛
官
、航
空
保
安
大
学
校
学
生
、

海
上
保
安
学
校
学
生

●
試
験
日　

9
月
28
日
㈰

※
刑
務
官
の
み
9
月
21
日
㈰

●
受
付
期
間

　

7
月
22
日
㈫
〜
8
月
5
日
㈫

問 

人
事
院
九
州
事
務
局（
〒
812-

0
0
1

3　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
2-

11-

1
）
☎
0
9
2-

4
3
1-

7
7
3
3

自
衛
官

●
種
目
・
対
象
・
試
験
日

【
航
空
学
生
】　

高
卒（
見
込
み
含
む
）
で

　

21
歳
未
満
の
人
、
9
月
23
日
㈫

【
一
般
曹
候
補
生
】

　

18
歳
〜
27
歳
未
満
の
人
、
9
月
20
日
㈯

【
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
女
子
）】

　

18
歳
〜
27
歳
未
満
の
人
、

 

9
月
28
日
㈰
・
29
日
㈪

●
受
付
期
間

　

8
月
1
日
㈮
〜
9
月
10
日
㈬

※
平
成
21
年
3
月
に
高
等
学
校
お
よ
び
中

等
教
育
学
校
卒
業
予
定
者
の
受
け
付
け

は
、
文
部
科
学
・
厚
生
労
働
両
省
か
ら

示
さ
れ
た
期
日
以
降
に
実
施
し
ま
す

問　

自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部

都
城
地
域
事
務
所　

☎
23-

3
9
4
4

楽
し
く
学
ぼ
う
！

点
字
図
書
館
こ
ど
も
体
験
隊
参
加
者

●
日
時　

7
月
26
日
㈯　

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
・
定
員　

市
内
在
住
の
小
・
中
・

高
校
生（
親
子
で
の
参
加
可
）、
20
人

※
先
着
順

●
内
容　

音
訳
ゲ
ー
ム
、
点
字
シ
ー
ル
づ

く
り
、
盲
導
犬
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
・
ガ
イ

ド
体
験
な
ど

問　

7
月
22
日
㈫
ま
で
に

　
　
　

点
字
図
書
館　

☎
26-

1
9
4
8

言
語
聴
覚
士

●
内
容　

言
語
発
達
の
相
談
、
検
査
、
訓

練
な
ど

●
勤
務
地　

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
勤
務
日　

2
・
5
日
／
月
、
お
よ
び
受

診
者
の
必
要
に
応
じ
て
数
日
間

●
謝
金　

5
、0
0
0
円
／
半
日

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

介
護
保
険
認
定
訪
問
調
査
員

●
内
容　

要
介
護
認
定
等
申
請
者
へ
の
訪

問
調
査

●
対
象　

介
護
支
援
専
門
員
の
有
資
格
者

で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
初
級
程
度
）

が
で
き
、
本
人
お
よ
び
世
帯
員
に
市
税
な

ど
の
滞
納
が
な
い
人

●
定
員　

若
干
名

●
賃
金　

月
額
15
万
6
、0
0
0
円

　
　
　
　
（
ガ
ソ
リ
ン
代
含
む
）　

※
雇
用
保
険
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
に

は
加
入

●
勤
務
条
件　

月
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

9
時
〜
16
時

●
勤
務
先　

10
月
か
ら
、
市
役
所
介
護
保

険
課
ま
た
は
高
城
総
合
支
所

※
9
月
か
ら
研
修
を
実
施

　

7
月
22
日
㈫
ま
で
に
、
履
歴
書
、
介

護
支
援
専
門
員
の
資
格
証
写
し
を
介
護
保

険
課
に
持
参

問　

介
護
保
険
課　

☎
23-

3
1
9
1
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催　

し

Event
空
襲
犠
牲
者
追
悼
会

●
日
時　

8
月
5
日
㈫　

　
　
　
　

10
時
30
分
〜

●
場
所　

神
柱
宮
西
側
公
園

問　

都
城
空
襲
犠
牲
者
遺
族
会

　
　

☎
38-

2
5
0
0

戦
没
者・空
襲
犠
牲
者
合
同
追
悼
式

●
日
時　

8
月
6
日
㈬　

　
　
　
　

9
時
58
分
〜

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

※
10
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で
、

黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す

問　

障
害
福
祉
課　

☎
23-

2
9
8
0

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
場
所　

市
役
所
西
館
1
階
ロ
ビ
ー

●
日
時　

7
月
24
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
出
演　

琴き
ん

峯ほ
う

美み

会か
い（
大
正
琴
）

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

3
1
7
4

盆
地
ま
つ
り

●
日
時　

8
月
9
日
㈯　

17
時
40
分
〜

●
場
所　

中
央
通
り
・
円え

ん

頭ず

庵あ
ん

通
り
・
さ

く
ら
通
り

※
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
も
募
集
中
で
す

問　

盆
地
ま
つ
り
事
務
局

　
　

☎
25-

1
4
0
5

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
無
料
）

●
日
時　

8
月
2
日
㈯　

13
時
15
分
〜

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
出
演　

都
城
市
少
年
少
女
合
唱
団
、
倉

敷
児
童
合
唱
団
、
樫
の
実
少
年
少
女
合
唱

団
ほ
か

※
整
理
券
は
生
活
文
化
課
、各
総
合
支
所
、

総
合
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
で
配
布

問　

生
活
文
化
課　

☎
23-

2
1
3
2

 

講
座·

教
室

Course·Class

都
城
歴
史
講
座

　

新
た
な
史
料
の
調
査
成
果
を
含
む
各
時

代
ご
と
の
解
説
や
関
連
す
る
史
跡
め
ぐ
り

を
通
し
て
、都
城
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

●
日
程
・
テ
ー
マ

①
8
月
2
日
㈯

発
掘
現
場
現
地
説
明
会

②
9
月
6
日
㈯

原
始
・
古
代
の
都
城

③
10
月
4
日
㈯

中
世
・
近
世
の
都
城

④
11
月
1
日
㈯

近
現
代
の
都
城

⑤
12
月
6
日
㈯

史
跡
め
ぐ
り

●
時
間　

①
〜
④
は
14
時
〜
16
時
、
⑤
は

9
時
〜
16
時

●
場
所　

②
〜
④
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
会

議
室
、
①
は
発
掘
調
査
現
場
、
⑤
は
市
内

各
史
跡

●
定
員　

50
人
程
度　

※
全
講
座
受
講
が
条
件

●
講
師　

市
文
化
財
課
職
員

●
応
募
締
切　

7
月
25
日
㈮　

※
先
着
順

●
参
加
料　

1
0
0
円（
傷
害
保
険
料
）

※
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん

問　

参
加
料
持
参
の
上
、
文
化
財
課
歴

史
講
座
担
当（
図
書
館
2
階
）

☎
23-

2
1
1
6

き
ら
り
体
験
教
室

　

5
人
以
上
で
開
催
し
ま
す
が
、
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

●
費
用　

5
0
0
円（
冷
暖
房
費
別
）

【
ゆ
か
た
の
着
付
け
】

●
日
時　

7
月
19
日
㈯　

19
時
〜
21
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

男
性

●
応
募
締
切　

7
月
14
日
㈪

【
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
】

●
日
時　

7
月
29
日
㈫　

　
　
　
　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

●
場
所　

小
松
原
地
区
公
民
館

●
応
募
締
切　

7
月
18
日
㈮

【
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
】

●
日
時
・
場
所

7
月
30
日
㈬　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

小
松
原
地
区
公
民
館

7
月
31
日
㈭　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

祝
吉
地
区
公
民
館

●
応
募
締
切　

7
月
18
日
㈮

問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23-
4
0
8
0
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講
座·

教
室

Course·Class
よ
か
・
余
暇
・
楽
習

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

【
小
学
生
向
け
の
英
会
話
】

●
日
時　

第
2
・
4
土
曜
日　

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
学
習
料　

1
回
5
0
0
円
〜
7
5
0
円

　
　
　
　
　
（
教
材
費
、
冷
暖
房
費
別
）

※
学
習
料
は
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す

問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

　
　
　

☎
23-

4
0
8
0

女
性
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
言
講
座

　

受
講
者
が
興
味･

関
心
を
持
っ
て
い
る

分
野
に
関
し
て
、
具
体
的
な
提
言
を
作
る

こ
と
で
政
策
形
成
能
力
を
学
び
、
実
際
に

研
究
し
た
成
果
を
市
長
な
ど
に
提
言
し
て

も
ら
い
ま
す
。（
受
講
無
料
。
託
児
あ
り
）

●
日
程　

8
月
2
日
㈯
〜
9
月
28
日
㈰　

6
回
開
催　

13
時
30
分
〜（
2
時
間
程
度
）

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
対
象
・
定
員　

市
内
に
居
住
、
通
勤
、

通
学
す
る
女
性
、
20
人
程
度

問　

7
月
25
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
、
は

が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

生
活
文
化
課　

☎
23-

2
1
2
1

FAX 

23-

2
0
0
6　

Ｅ
メ
ー
ル danjo@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

指
定
管
理
者
の
文
化
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
主
催
。
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
さ
わ
や
か
人
生
設
計
講
座
】

●
日
時　

7
月
25
日
㈮　

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
21
時

●
定
員　

20
人

●
内
容　

う
つ
病
予
防
や
う
つ
病
患
者
と

の
接
し
方
な
ど

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

☎
23-

2
0
0
1

勤
労
者
会
館

指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

指
定
管
理
者
の
文
化
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
主
催
。
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

●
場
所　

勤
労
者
会
館
（
東
町
）

【
簡
単
着
付
け
教
室
】

●
日
時　

7
月
24
日
㈭　

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
21
時

●
定
員　

10
人

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
向
上
講
座
】

●
日
時　

8
月
1
日
㈮　

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
21
時

●
定
員　

20
人

問　

勤
労
者
会
館　

☎
23-

1
1
5
1

中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校

宮
崎
教
室
研
修
会

【
お
客
様
の
心
を
つ
か
む

 

　

提
案
営
業
の
進
め
方
】

●
日
時　

7
月
23
日
㈬
・
24
日
㈭

●
場
所　

宮
日
会
館
（
宮
崎
市
）

●
対
象
・
定
員　

全
業
種
の
営
業
管
理
者
・

営
業
リ
ー
ダ
ー
、
25
人

●
応
募
締
切　

7
月
14
日
㈪

【
売
れ
る
農
産
品
の

 

　

実
践
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
】

●
日
時　

8
月
4
日
㈪
・
5
日
㈫

●
場
所　

Ｊ
Ａ
・
Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル

●
対
象
・
定
員　

農
業
者
、
農
業
法
人
の

経
営
者
・
管
理
者
な
ど
、
20
人

●
応
募
締
切　

7
月
28
日
㈪

●
受
講
料

両
講
座
と
も
2
万
1
、0
0
0
円

※
研
修
参
加
費
補
助
金
の
制
度
あ
り

問　

商
業
観
光
課　

☎
23-

2
9
8
3

パ
パ
マ
マ
教
室

●
日
時　

7
月
27
日
㈰

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
対
象　

妊
娠
中
の
人
と
そ
の
家
族　

●
内
容　

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

実
習
、
パ
パ
の
妊
婦
疑
似
体
験
な
ど

●
定
員　

12
組　

※
申
し
込
み
必
要

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4
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緑
の
講
習
会（
子
ど
も
植
物
観
察
会
）

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
、
40
人

●
日
程　

7
月
27
日
㈰　

9
時
〜（
植
物

採
集
）、
8
月
17
日
㈰　

9
時
〜（
名
前

調
べ
）※
１
回
だ
け
の
参
加
は
不
可

●
場
所　

早
水
公
園
緑
の
相
談
所

問　

7
月
25
日
㈮
ま
で
に

　
　
　

維
持
管
理
課　

☎
23-

2
6
1
3

た
ち
ば
な
天
文
台
夏
休
み
講
座

●
対
象　

小
学
4
年
生
以
上
の
子
ど
も
と

保
護
者（
い
ず
れ
の
教
室
も
先
着
順
）

【
親
子
星
空
観
察
教
室
】

●
日
時　

7
月
27
日
㈰　

14
時
〜
21
時

●
締
切
・
定
員　

7
月
20
日
㈰
、
30
組

【
親
子
天
体
望
遠
鏡
工
作
教
室
】

●
日
時　

8
月
10
日
㈰　

14
時
〜
21
時

●
締
切
・
定
員　

7
月
26
日
㈯
、
20
組

問　

☎
62-

2
2
1
1（
蓑
部
）

か
く
し
ゃ
く
１
０
０
歳
健
康
教
室

●
内
容
・
定
員　

65
歳
以
上
を
対
象
に
し

た
運
動
教
室（
お
茶
の
間
筋
ト
レ
）、
25
人

●
日
程
・
場
所

8
／
6
㈬
、
8
／
20
㈬　

※
以
降
毎
週
水
曜
日

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

8
／
8
㈮
、
8
／
22
㈮　

※
以
降
毎
週
金
曜
日

小
松
原
地
区
公
民
館

8
／
18
㈪　

※
以
降
毎
週
月
曜
日

中
央
公
民
館

●
時
間　

13
時
30
分
〜
16
時

問　

健
康
長
寿
課　

☎
23-

3
1
8
4

認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
介

護
に
関
す
る
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し

ま
せ
ん
か
。（
参
加
無
料
）

●
対
象　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る

家
族　

※
全
講
座
受
講
が
条
件

●
日
程
・
内
容

8
／
23
㈯
介
護
者
交
流
（
自
己
紹
介
）

9
／
27
㈯
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る

10
／
25
㈯
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

11
／
22
㈯
家
族
の
心
構
え

12
／
20
㈯
家
族
が
使
う｢

セ
ン
タ
ー
方
式｣

1
／
24
㈯
地
域
で
の
見
守
り
支
援

2
／
21
㈯
医
者
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方

※
日
程
は
変
更
の
場
合
あ
り
。
時
間
や
場

所
は
、
申
込
者
へ
個
別
に
連
絡
し
ま
す

問　

健
康
長
寿
課　

☎
23-

3
1
8
4

 

相　

談

Counseling

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

７
月
25
日
㈮　

13
時
30
分
〜
14
時

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

７
月
29
日
㈫　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
地
下
１
階
）

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

7
月
15
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

7
月
22
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す
。
相
談
に
関
す
る
秘
密

は
守
り
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
2
階
）

●
相
談
専
用
電
話

　

☎
23-

7
1
5
7

労
働
相
談（
無
料
）

　

労
使
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
労
働
問
題
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
電
話
・
面
接
相
談　

毎
週
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
除
く
）　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

●
専
門
相
談　

毎
月
第
2
・
4
水
曜
日

（
祝
日
除
く
）
14
時
〜
16
時

※
労
働
施
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
社
会
保
険

労
務
士
）が
専
門
的
な
相
談
に
応
じ
ま
す

問　

都
城
中
小
企
業
労
働
相
談
所（
都
城

総
合
庁
舎
1
階
）　

☎
23-

4
5
1
8
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相　

談

Counseling
行
政
相
談（
無
料
）

●
日
時
・
場
所

 

7
月
17
日
㈭　

13
時
〜
16
時

　

都
城
大
丸
7
階

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-
3
1
7
4

知
財
駆
け
込
み
寺
連
携
事
業

特
許
相
談（
無
料
）

●
日
時　

7
月
15
日
㈫　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商

標
な
ど

問　

工
業
振
興
課　

☎
23-

2
7
5
3

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

無
料
法
律
相
談

●
日
時　

7
月
16
日
㈬　

18
時
〜
21
時　

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

多
重
債
務
、
サ
ラ
金
関
係
、
金

銭
貸
借
な
ど

●
定
員　

9
人
程
度　

※
要
予
約

問　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部

　
　

☎
25-

3
2
4
0

 

お
知
ら
せ

Inform
ation

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

　

平
成
20
年
度
の
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
対
象
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象

1
期

1
歳
〜
2
歳
未
満
の
人

（
こ
の
間
に
1
回
）

2
期

平
成
14
年
4
月
2
日
〜
平
成
15
年
4
月

1
日
に
生
ま
れ
た
人

（
来
年
4
月
に
小
学
校
入
学
予
定
の
人
）

3
期

平
成
7
年
4
月
2
日
〜
平
成
8
年
4
月

1
日
に
生
ま
れ
た
人

（
現
在
中
学
1
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
）

4
期

平
成
2
年
4
月
2
日
〜
平
成
3
年
4
月

1
日
に
生
ま
れ
た
人

（
現
在
高
校
3
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
）

●
接
種
料
金

対
象
年
齢
内
の
人
で
あ
れ
ば
無
料

※
2
〜
4
期
の
人
は
、
平
成
21
年
3
月
31

日
ま
で
無
料

●
そ
の
他　

す
で
に
麻
し
ん
、
風
し
ん
の

両
方
に
り
患
し
た
人
、
右
の
接
種
対
象
者

（
1
〜
4
期
）
で
、
平
成
20
年
4
月
〜
6

月
の
間
に
接
種
を
済
ま
せ
た
人
は
、
対
象

外
と
な
り
ま
す

※
3
・
4
期
は
平
成
20
年
度
か
ら
5
年
間

の
経
過
措
置
で
す
の
で
、
1
・
2
期
の

人
が
3
・
4
期
の
対
象
年
齢
に
達
し
た

と
き
に
接
種
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
ス
テ
ッ
カ
ー
配
布

　

妊
娠
・
出
産
の
安
全
性
と
快
適
さ
を
確

保
し
、
妊
産
婦
に
や
さ
し
い
環
境
を
つ
く

る
た
め
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク（「
お
な
か

に
赤
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
」）の
ス
テ
ッ
カ
ー

を
作
製
し
ま
し
た
。

　

自
家
用
車
な
ど
に
張
り
、
妊
産
婦
が
乗

車
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
、
周
囲
の

理
解
や
協
力
を
得
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

母
子
手
帳
を
交
付
す
る
と
き
に
希
望
者

に
配
布
し
ま
す
。

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
の
更
新

　

8
月
1
日
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
は
、
7
月
下
旬

に
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る　

歳
〜　

歳
の
人
全
員
に
送
付
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受

給
者
証
に
は
、
前
年
の
所
得
な
ど
を
基
に

8
月
か
ら
の
病
院
な
ど
で
の
負
担
割
合
を

1
割
ま
た
は
3
割
と
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
判
定
で
3
割
負
担
に
な
り
、
前

年
の
収
入
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
人
に

は
、
7
月
中
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

申
請
書
を
提
出
す
る
と
、
自
己
負
担
割
合

の
1
割
へ
の
変
更
、
ま
た
は
自
己
負
担
限

度
額
の
軽
減
を
行
い
ま
す
の
で
、
期
限
内

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

保
険
年
金
課　

☎
23-

2
6
3
4

74

70
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各
種
認
定
証
の
更
新

　

①
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証　

②
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証　

③
国
民
健
康

保
険
限
度
額
適
用
認
定
証　

④
後
期
高
齢

者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
の
有
効
期
限
は
7
月
31
日
㈭
で
す

の
で
、
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
対
象　

①
・
②
は
同
一
世
帯
で
、
国
民

健
康
保
険
加
入
者（
擬
制
世
帯
主
含
む
）

全
員
の
平
成
20
年
度
市
民
税
が
非
課
税
の

国
民
健
康
保
険
加
入
者　

③
は
①
・
②
以

外
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者　

④
は
同
一

世
帯
全
員
の
平
成
20
年
度
市
民
税
が
非
課

税
の
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

※
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
世
帯

は
、
②
・
③
の
手
続
き
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す

●
受
付　

8
月
1
日
㈮
〜　

保
険
年
金
課

※
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

①
・
②
・
③

は
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
現
在
お

持
ち
の
認
定
証
、
世
帯
主
の
印
鑑　

④
は

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
現
在
お

持
ち
の
認
定
証
、
被
保
険
者
本
人
の
印
鑑

※
ス
タ
ン
プ
式
印
鑑
は
不
可
。
代
理
手
続

き
の
場
合
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身

分
証
明
書
が
必
要

問　

保
険
年
金
課　

☎
23-

2
6
3
4

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

の
更
新

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
は
、
前

年
の
所
得
な
ど
を
基
に
負
担
割
合
を
判
定

し
、
8
月
1
日
か
ら
病
院
な
ど
に
支
払
う

医
療
費
の
負
担
割
合
が
変
更
と
な
る
人
に

の
み
7
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。（
負
担
割

合
が
変
わ
ら
な
い
人
は
、
今
お
持
ち
の
被

保
険
者
証
を
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
）

　

今
回
の
判
定
で
3
割
負
担
に
な
り
、
前

年
の
収
入
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
人
に

は
、
7
月
中
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

申
請
書
を
提
出
す
る
と
、
自
己
負
担
割
合

の
1
割
へ
の
変
更
、
ま
た
は
自
己
負
担
限

度
額
の
軽
減
を
行
い
ま
す
の
で
、
期
限
内

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

保
険
年
金
課　

☎
23-

2
6
3
4

魅
力
あ
る
山
村
づ
く
り
プ
ラ
ン

　

山
村
に
あ
る
自
然
や
伝
統
、
文
化
な
ど

の
資
源
を
活
用
し
た
山
村
再
生
プ
ラ
ン
を

募
集
し
ま
す
。

●
内
容　

①
ビ
ジ
ネ
ス
タ
イ
プ　

②
交
流

タ
イ
プ　

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
プ

※
採
用
さ
れ
た
プ
ラ
ン
に
は
、
活
動
経
費

の
一
部
助
成
や
専
門
家
の
派
遣
、
人
材

育
成
研
修
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す

●
応
募
締
切　

7
月
31
日
㈭

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.sanson-saisei.com

/

）参
照

問　

森
林
保
全
課　

☎
23-

2
1
5
2

夏
休
み
期
間
の
プ
ー
ル
営
業

【
山
田
か
か
し
の
里
流
れ
る
プ
ー
ル
】

●
期
間　

7
月
19
日
㈯
〜
8
月
31
日
㈰　

●
場
所　

山
田
町
一
堂
ケ
丘
公
園

●
時
間　

9
時
〜
17
時（
入
場
16
時
ま
で
）

●
料
金　

3
歳
以
上
1
0
0
円
、
小
・
中

学
生
2
0
0
円
、
高
校
生
以
上
3
0
0
円 

問　

く
え
び
こ
山
田　

☎
64-

3
4
5
5

【
観
音
池
公
園
子
ど
も
村
プ
ー
ル
】

●
期
間　

7
月
19
日
㈯
〜
8
月
31
日
㈰　

●
場
所　

高
城
町
観
音
池
公
園

●
時
間　

9
時
〜
17
時（
入
場
16
時
ま
で
）

●
料
金　

3
歳
以
上
1
0
0
円
、
小
・
中

学
生
2
0
0
円
、
高
校
生
以
上
3
0
0
円 

問　

観
音
池
公
園
総
合
案
内
所

　
　

☎
58-

6
1
3
9

【
関
之
尾
緑
の
村
プ
ー
ル
】

●
期
間　

7
月
18
日
㈮
〜
8
月
31
日
㈰

※
7
月
18
日
の
午
後
は
無
料
開
放

●
場
所　

関
之
尾
町
関
之
尾
緑
の
村

●
時
間　

9
時
〜
16
時

●
料
金　

3
歳
以
上
1
0
0
円

問　

関
之
尾
緑
の
村　

☎
37-

2
9
2
9

清
掃
工
場
の
搬
入
規
制

　

定
期
点
検
の
た
め
、
粗
大
ご
み
な
ど
の

搬
入
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
期
間　

7
月
22
日
㈫
ま
で

●
対
象　

草
、木
、剪せ
ん

定て
い

く
ず
、布
団
、カ
ー

ペ
ッ
ト
、
た
た
み
、
木
製
家
具
な
ど

問　

清
掃
工
場　

☎
23-

0
2
7
7
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暮らしの情報

 
お
知
ら
せ

Inform
ation

胃・子
宮
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
が
30
人
に
満
た
な
い
際

は
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
人

●
日
程
・
場
所

8
月
21
日
㈭
横
市
地
区
公
民
館

8
月
22
日
㈮
小
松
原
地
区
公
民
館

●
受
付　

8
時
〜
9
時

●
検
診
料　

5
0
0
円

【
子
宮
が
ん
検
診
】

●
対
象　

平
成
元
年
4
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
奇
数
年
生
ま
れ
の
女

性
（
平
成
元
年
、
昭
和
63
年
、
61
年
…
）

●
日
程
・
場
所

8
月
20
日
㈬

・
横
市
地
区
公
民
館

　

9
時
〜
10
時

・
小
松
原
地
区
公
民
館

　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

●
検
診
料　

4
0
0
円

※
た
だ
し
、
70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保

護
世
帯
や
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

す
る
人
は
、
証
明
書
や
保
険
証
を
提

示
す
れ
ば
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

●
そ
の
他　

子
宮
が
ん
検
診
は
2
年
に

1
回
の
受
診
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

4
月
1
日
以
降
に
が
ん
検
診
を
受
け
た

人
、
職
場
や
病
気
で
同
等
の
検
診
を
受

け
る
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

問  

健
康
長
寿
課  

☎
23-

2
7
6
5

無
人
ヘ
リ
防
除
に
よ
る

農
作
物
農
薬
散
布
の
実
施

●
日
程

安　

久
前
期
7
／
18
㈮
・
28
㈪

後
期
8
／
20
㈬
、
9
／
2
㈫

山　

田
前
期
7
／
23
㈬
・
24
㈭

後
期
8
／
28
㈭
・
29
㈮

祝　

吉
前
期
7
／
25
㈮

後
期
9
／
1
㈪

五
十
市
前
期
7
／
25
㈮

後
期
9
／
1
㈪

西　

岳
前
期
7
／
29
㈫
、
8
／
2
㈯

後
期
な
し

姫　

城
前
期
7
／
28
㈪

後
期
9
／
2
㈫

梅　

北
前
期
7
／
28
㈪

後
期
9
／
2
㈫

高　

城
前
期
7
／
30
㈬
、
8
／
4
㈪
・
5
㈫

後
期
9
／
４
㈭
、
9
／
5
㈮

庄　

内
前
期
7
／
31
㈭

後
期
9
／
3
㈬

志
和
池
前
期
8
／
9
㈯

後
期
9
／
9
㈫

沖　

水
前
期
8
／
4
㈪
・
6
㈬
〜
9
㈯

　
　

8
／
28
㈭
・
29
㈮
（
予
定
）

後
期
9
／
４
㈭
・
6
㈯
〜
9
㈫

　
　

9
／
21
㈰
・
22
㈪
（
予
定
）

高　

崎
前
期
8
／
6
㈬
〜
8
㈮

後
期
9
／
6
㈯
〜
8
㈪

山
之
口
前
期
な
し
後
期
8
／
19
㈫
・
27
㈬

※
天
候
不
順
に
よ
り
、
防
除
日
程
が
延

期
、
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
散
布
時
間　

6
時
ご
ろ
〜
17
時
ご
ろ

●
そ
の
他

①
散
布
は
1
筆（
あ
ぜ
で
囲
ま
れ
た
1

つ
の
田
の
区
画
）
ご
と
に
行
い
ま
す

の
で
、
作
業
中
は
ヘ
リ
に
近
付
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。
体
に
か
か
っ
た
場

合
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
石
け
ん
で

洗
っ
て
く
だ
さ
い

②
ヘ
リ
が
近
く
を
飛
ん
で
い
る
と
き

は
、
家
・
車
な
ど
の
窓
を
閉
め
、
洗

濯
物
は
外
に
干
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

③
散
布
地
付
近
で
有
機
農
産
物
を
栽
培

し
て
い
る
人
は
、
都
城
地
区
農
業
共

済
組
合（
☎
22-

1
0
4
2
）
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い

問　

都
城
地
区
無
人
ヘ
リ
防
除
協
議
会

　
　

事
務
局　

☎
22-

1
0
4
2

市
有
地
の
公
売

●
公
売
予
定
地

①
宮
丸
町
2
9
9
0
番
3
ほ
か
2
筆

　

宅
地
・
雑
種
地（
20
・
66
平
方
㍍
）

②
上
長
飯
町
66
号
5
番

　

宅
地（
2
0
0
・
36
平
方
㍍
）

③
庄
内
町
1
2
4
5
4
番
11

　

宅
地（
2
7
2
平
方
㍍
）

●
入
札
日　

8
月
8
日
㈮　

10
時
〜

●
入
札
場
所　

市
役
所
6
階
入
札
室

●
申
込
期
限　

8
月
6
日
㈬

●
入
札
に
必
要
な
も
の　

入
札
保
証

金
、
印
鑑　

※
代
理
人
は
委
任
状

●
そ
の
他　

最
低
売
却
価
格
お
よ
び
入

札
保
証
金
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問　

契
約
管
財
課　

☎
23-

2
1
2
2

ウ
エ
ル
ネ
ス
都
城
花
火
大
会
の
中
止

　

今
年
の
ウ
エ
ル
ネ
ス
都
城
花
火
大
会

（
都
城
市
壮
年
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
）

は
、都
合
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

問　

商
業
観
光
課　

☎
23-

2
6
1
5

介
護
保
険
地
域
密
着
型
事
業
者

公
募
説
明
会

　

今
年
度
整
備
予
定
の（
介
護
予
防
）

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所（
1

カ
所
）の
公
募
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

8
月
8
日
㈮　

14
時
〜

●
場
所　

市
役
所
南
別
館
4
階

問　

8
月
5
日
㈫
ま
で
に

　
　
　

介
護
保
険
課 

☎
23-

2
1
1
4

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

●
日
時　

11
月
30
日
㈰　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
験
料　

5
、0
0
0
円

●
申
込
書
配
布　

8
月
4
日
㈪
〜

●
受
付
期
間　

8
月
18
日
㈪
〜
29
日
㈮

問　

下
水
道
課　

☎
23-

5
9
2
1
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は
か
り
の
検
査

　

商
取
引
や
証
明
行
為
に
使
用
す
る
人

は
、
必
ず
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
計
量
士
の
検
査

　

県
の
検
査
の
前
に
登
録
計
量
士
が
巡

回
検
査
を
行
い
、
こ
の
検
査
に
合
格
す

る
と
県
の
検
査
は
免
除
さ
れ
ま
す
。
計

量
士
の
検
査
は
、
県
が
行
う
定
期
検
査

の
実
施
日
前
日
ま
で
受
け
ら
れ
ま
す

●
登
録
計
量
士

大
坪　

隆
（
大
王
町
）

☎
22-
1
2
3
6

大
坪
清
泰

西
川　

健
（
平
江
町
）

☎
24-

8
4
6
0

辻
村
雄
一
（
松
元
町
）

☎
22-

1
0
7
1

●
県
の
定
期
検
査
日
程

8
月
6
日
㈬　

10
時
30
分
〜
12
時

沖
水
地
区
公
民
館

8
月
6
日
㈬　

13
時
30
分
〜
15
時

庄
内
地
区
公
民
館

8
月
7
日
㈭
・
8
日
㈮

10
時
30
分
〜
15
時
30
分

小
松
原
地
区
公
民
館

問　

宮
崎
県
計
量
検
定
所

　
　

☎
0
9
8
5-

58-

2
9
2
9

７
月
１
日
か
ら

最
低
賃
金
法
が
変
わ
り
ま
す

　

法
改
正
で
次
の
点
が
変
わ
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
確
認
く
だ
さ
い
。

●
改
正
点　

①
地
域
別
最
低
賃
金
の
不

払
い
に
よ
る
罰
金
の
上
限
額　

②
産
業

別
最
低
賃
金
の
不
払
い
に
よ
る
罰
則　

③
最
低
賃
金
の
適
用
除
外
規
定　

④
派

遣
労
働
者
の
適
用
最
低
賃
金　

⑤
最
低

賃
金
額
の
表
示

問　

都
城
労
働
基
準
監
督
署　

　
　

☎
23-

0
1
9
2

介
護
保
険
料

納
付
書・納
入
通
知
書

　

平
成
20
年
度
介
護
保
険
料
納
付
書
、

ま
た
は
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
7

月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
第
1
期
の
納

期
は
7
月
31
日
㈭
で
す
の
で
、
期
日
ま

で
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
金
か
ら
差
し
引
き
に
な
る
人
に

は
、
納
入
通
知
書（
介
護
保
険
料
決

定
通
知
書
）
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知

書
を
7
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す

●
便
利
な
口
座
振
替　

納
付
書
が
届
い

た
人
は
、
取
り
扱
い
金
融
機
関
で
「
口

座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
振
替
開

始
は
申
込
月
の
翌
月
か
ら
で
す

【
介
護
保
険
料
減
免
制
度
】

　

65
歳
以
上
で
収
入
が
少
な
い
人
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
、
介
護
保
険
料
の
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

●
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
介
護
保
険
料
が
第
3
段
階　

②
世
帯

員
全
員
の
前
年
の
所
得
が
な
い　

③
世

帯
の
前
年
の
年
間
収
入
金
額
が
、
1
人

世
帯
の
場
合
80
万
円
以
下（
世
帯
員
が

1
人
増
え
る
ご
と
に
35
万
円
加
算
。
借

家
に
居
住
の
場
合
、別
途
25
万
円
加
算
）

④
市
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
な

い　

⑤
市
民
税
課
税
者
と
生
計
を
共
に

し
て
い
な
い　

⑥
処
分
で
き
る
不
動
産

を
所
有
し
て
い
な
い　

⑦
世
帯
の
預
貯

金
が
1
6
0
万
円
以
下

●
減
免
額　

第
3
段
階
の
保
険
料
年
額

3
万
6
、9
0
0
円
を
第
2
段
階
相
当

の
年
額
2
万
4
、6
0
0
円
に
減
額

※
9
月
2
日
以
降
の
申
請
は
、
納
期
未

到
来
分
を
期
割
計
算
し
た
額
を
減
額

●
そ
の
他　

介
護
保
険
料
減
免
申
請

は
、
毎
年
手
続
き
が
必
要

問　

8
月
1
日
㈮
〜
21
年
4
月
30
日

㈭
に
介
護
保
険
課　

☎
23-

2
5
9
6

市
有
林
立
木
公
売

入
札
参
加
資
格
審
査（
追
加
募
集
）

●
対
象　

市
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有

す
る
木
材
業
登
録
者

●
内
容　

市
有
林
立
木
の
伐
採
、
搬
出

●
受
付　

7
月
14
日
㈪
〜
8
月
29
日
㈮

●
有
効
期
限　

平
成
22
年
3
月
31
日

問  

森
林
保
全
課  

☎
23-

2
1
5
2

休日急病診療機関
●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は 17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
7/20
（日）

山内小児科（小） 22-0048
しげひらクリニック（内） 27-5555
大岐医院（内・胃・外） 57-2025
飯田整形外科クリニック（整）46-5115
一心外科（外・胃・肛門・内）52-7788
中山耳鼻科（耳鼻） 24-2648
中崎歯科医院 62-5030

7/21
（月）

柏村内科（内・消・循・呼）22-2616
園田光正内科（内） 38-5115
海老原内科（内・小） 64-1211
三州病院（外・胃・内） 22-0230
花房医院（泌） 25-1177
北原医院（産・婦） 22-4133
タケザキ歯科 23-9012

7/27
（日）

坂元医院（内・胃） 22-0360
下長飯クリニック（外・内）39-0800
はしぐち小児科（小） 24-5500
宗正病院（外） 22-4380
ならはら皮膚科（皮膚） 22-1455
野田医院（産・婦） 24-8553
トキワ歯科 36-0551

※診療機関は変更することがあります。
詳しくは、テレホンサービス（医師会は
☎23-5555、歯科医師会は☎25-4100）
で確認してください
◎ひむか救急ネットもご利用ください
http://www.qq.pref.miyazaki.jp
●休日当番薬局
7/20 ㈰ コアファーマシー、調剤薬局

日研、妻ケ丘、みどり
7/21 ㈪ 調剤薬局日研、そうごう花繰店
7/27 ㈰ ウエスト、かじや牟田町店、

ひまわり
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「
今
月
の
お
す
す
め
の
本
」

●
問
い
合
わ
せ

　

図
書
館　

☎
22-

０
２
３
９

読
み
聞
か
せ
の
部
屋（
定
員
20
人
程
度
）

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

夏休み子ども映写会
●日時　7月26日㈯、8月9日㈯
　　　　第1部 10：00～ 第2部 11：00～
●場所　図書館 3階大会議室
●内容　第1部  文学作品などを題材に

したアニメ（幼児・低学年向け）
第 2部　
7月26日㈯ “ファイナルファ
ンタジー　風の章・炎の章”
8月9日㈯ “ファイナルファ
ンタジー　竜の章・星の章”

※事前の申し込みは不要ですが、席に
限りがありますのでご了承ください
問　都城市視聴覚ライブラリー
　　☎21-2565

本とお話の会
●8月9日㈯　14：30～
　はくちょうの王子（アンデルセン童話）

おはなしのへや “そらまめ ”
●日時　7月24日㈭　11：00～11：30
●内容　絵本の読み聞かせ
●対象　未就学児の親子

都城おかしむじ会“愉快な四人語り”
　４人の語り部による方言を使った昔
話語りです。対象は、児童から大人まで。
●日時　8月2日㈯　14：30～15：00
●演目　死ぬ日のはなし、夏ずきん、
　　　　自分よっかおそろしかもん

もぐらの“もぐてんさん”と
不思議な夏の一日を過ごし
た家族のお話。夏の夜に
家族で読んでみては！

篤姫についての小中学生向
け解説本。本を読んで、夏
休みに篤姫ゆかりの地を家
族で訪ねてみませんか。

夏休み期間中、自由研究
に関する本は大変人気があ
るので、早めに借りて準備
をしておきましょう。

7
16

8
15

日　

程

巡　

回　

場　

所

巡
回
時
間

7
／
16
㈬

安
久
小
学
校

梅
北
小
学
校

今
町
小
学
校

13
時
10
分
〜
13
時
50
分

14
時
20
分
〜
15
時
00
分

15
時
30
分
〜
16
時
20
分

7
／
17
㈭

小
松
原
地
区
公
民
館

乙
房
小
学
校

市
営
都
北
団
地

10
時
40
分
〜
11
時
10
分

13
時
00
分
〜
13
時
50
分

14
時
30
分
〜
15
時
00
分

7
／
19
㈯

久
保
原
西
自
治
公
民
館

鷹
尾
五
丁
目
公
民
館

市
営
都
原
団
地

13
時
00
分
〜
13
時
40
分

14
時
00
分
〜
14
時
30
分

14
時
50
分
〜
15
時
20
分

7
／
24
㈭

夏
尾
小
学
校

11
時
30
分
〜
12
時
00
分

7
／
26
㈯

祝
吉
地
区
公
民
館

沖
水
小
学
校

石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

10
時
50
分
〜
11
時
30
分

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

14
時
30
分
〜
15
時
10
分

7
／
30
㈬

市
営
都
北
団
地

高
崎
地
区
公
民
館

ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

 

な
が
や
ま
志
比
田
店

10
時
50
分
〜
11
時
20
分

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

14
時
40
分
〜
15
時
10
分

7
／
31
㈭

県
営
北
原
団
地

高
城
地
区
公
民
館

10
時
50
分
〜
11
時
20
分

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

8
／
1
㈮

木
之
川
内
小
学
校

川
東
小
学
校

安
久
小
学
校

10
時
00
分
〜
10
時
45
分

11
時
15
分
〜
11
時
45
分

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

8
／
2
㈯

山
之
口
ふ
も
と
保
育
所

山
之
口
地
区
公
民
館

市
営
一
万
城
北
団
地

10
時
45
分
〜
11
時
15
分

13
時
00
分
〜
13
時
40
分

14
時
15
分
〜
14
時
45
分

8
／
5
㈫

御
池
小
学
校

11
時
00
分
〜
11
時
30
分

8
／
6
㈬

小
松
原
地
区
公
民
館

西
岳
地
区
公
民
館

谷
頭
児
童
館

10
時
40
分
〜
11
時
10
分

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

8
／
9
㈯

久
保
原
西
自
治
公
民
館

鷹
尾
五
丁
目
公
民
館

市
営
都
原
団
地

13
時
00
分
〜
13
時
40
分

14
時
00
分
〜
14
時
30
分

14
時
50
分
〜
15
時
30
分

休館日：7月21日、22日、28日、8月4日、7日、11日 ／ 開館時間：9：30 ～18：50

『
楽
し
く
実
験
・
工
作　

 

小
学
生
の
自
由
研
究
』

成
美
堂
出
版
編
集
部（
編
）

成
美
堂
出
版（
出
版
）

「
も
ぐ
て
ん
さ
ん
」

や
ぎ
た
み
こ（
作
・
絵
）

岩
崎
書
店（
出
版
）

「
み
ん
な
の
篤
姫
」

寺
尾
美
保（
著
）・
尚
古
集
成

館（
監
修
）・
南
方
新
社（
出
版
）



　
　

広報カレンダー
※[　　]内は場所、■問は問い合わせ先

Event
Calendar

●問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎ 23-2295

わ
た
し
の
一
言
（
80
字
以
内
）

今
月
号
を
読
ん
で
の
感
想

       

⇩点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

国際交流員国際交流員
のひとりごとのひとりごと
国際交流員
のひとりごと

語学の勉強
　「日本語はどうやって勉強したの？　私たち
は何年も英語を勉強しているのに全然しゃべれ
ない」とよく聞かれる。正直言って、私も最初
は「はじめまして」という日本語を聞いただけ
で、日本語はとても無理だと思ったことがあ
る。だけど、私は日本という国についてすごく
知りたかったから日本語を勉強し、今ここにい
る。どの言語でも、新しい文字や発音に出会う
最初のころは一番大変だと思う。その時期を過
ぎ、簡単な文章で自分の意見を表わせるように
なってくれば、外国語学習はとても楽しくなっ
てくる。あとは言葉の数さえ増やせばいいのだ
から。つまり、外国語をマスターするためには、
言葉だけじゃなくて、その国の人々や文化など
に興味を持つことと、勉強し始めた最初の難し
い時期をあきらめず乗り越えることが大事だと
思う。
　数学と違って言語学は最初は難しいけど、勉
強すればするほど楽になってくるので、皆さん
あきらめずがんばってください。外国語を分か
るようになれば、今住んでいる世界が何倍も広
がるので、とても楽しいよ。

7月

19日㈯
18:00～

笛水夏祭り［笛水小学校グラウンド］
問笛水小学校　☎ 62-4506

19日㈯
19:00～

ラウンジコンサート（夏の夜の方言語りと
音の調べ）［交流プラザ］
問交流プラザ　☎ 26-7770

25日㈮～
8月12日㈫

都城音楽祭　［交流プラザ］
問交流プラザ　☎ 26-7770

26日㈯
17:00～

たかお夏祭り
［陸上自衛隊都城駐屯地グラウンド］
問鷹尾地区商工振興会　☎ 26-8882

8月

2日㈯
18:00～

高崎夏まつり　
［高崎総合公園陸上競技場］
問高崎まつり実行委員会　☎ 62-3131

2日㈯～
3日㈰

祇園祭　［八坂神社～神柱宮］
問都城商工会議所　☎ 23-0001

5日㈫～
7日㈭

みやこんじょ七夕まつり　［千日通り周辺］
問七夕まつり総合事務局　☎ 22-2245

9日㈯
17:40～

盆地まつり　［中央通り］
問盆地まつり実行委員会　☎ 25-1405

14日㈭
18:30～

高城盆踊り　
［高城総合運動公園野球場］
問高城教育課　☎ 58-2317

7/16
～8/15

ツェンデスレンさん
（モンゴル）　Vol.9



施 設 案 内

広報クイズ読者プレゼント

広
報
み
や
こ
の
じ
ょ
う

このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられた
お便りの中から一部を紹介します

⇩点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

お
手
数
で
す
が

50円
切
手
を

お
張
り
く
だ
さ
い

8
8
5
8
5
5
5

PO
ST CARD

フ
リ
ガ
ナ

ご
氏
名

ペ
ン
ネ
ー
ム
ま
た
は
イ
ニ
シ
ャ
ル

※
ご
記
入
が
な
い
場
合
は
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

ご
住
所
　
□
□
□
－
□
□
□
□

お
電
話
番
号
　（
　
　
　
　
）　
　
　
　
―
　
　
　
　
　

ク
イ
ズ
の
答
え

①②③

　
　　 読者の

一言
□美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　7月16日、17日、22日、28日、8月4日、11日
・「〈入門〉アートの疑問（？＆！）」収蔵作品展（7月18日～）
□都城歴史資料舘（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　7月22日、28日、8月4日、11日
□人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　7月22日、28日、8月4日、11日
□山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　7月22日、28日、8月4日、11日
□高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　7月22日、28日、8月4日、11日
□旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　7月22日、28日、8月4日、11日
□たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金土19：00～22：00、土日9：30～17：00
※開館時間以外の入館はご連絡ください

入館料　中学生以上300円　小学生100円
・小学生のための親子星空観察教室
　7月27日（日）15：00 ～ 21：00

※7月16日
　～8月15日の日程

・水は私たちにとって命の源です。５月号の「未来
へ残そうきれいな水」を読んで、戦後水不足だっ
たころを思い出し、水の大切さを痛感しました。

 （南鷹尾町・Ｓさん）

・４月に結婚して都城に引っ越してきました。車も
ありますが、坂が少ないのでどこまでも自転車で
スイスイ行けそうでうれしいです。早速、図書館
を利用しました。都城での生活を楽しみたいです。
 （上東町・Ａさん）

・５月号に母校、西岳中学校の記事が載っていま
した。生徒数が少なくなってきていますが、ずっ
と残ってほしい学校です。 （美川町・まどどさん）

・子どもが１０カ月になり、ハイハイをし始め、目
が離せなくなりました。大変なことも多いけど、子
どもの笑顔で一日の疲れが吹き飛びます。
 （千町・Ｎさん）

・燃やせないごみ袋に白いトレーやペットボトルを
入れる人が多く、どうして分別しないんだ！　と
思ってしまいます。もう少し協力してほしいですね。
 （郡元四丁目・Ｉさん）

・いよいよ梅雨入りし、台風シーズンも迎えますが、
高齢者世帯ですので、普段から「備えておきた
い防災グッズ」を参考にしてそろえておきたいと
思いました。 （上東町・Ｉさん）

都
城
市
役
所
  秘
書
広
報
課
  行

（
広
報
  都
城
  N
o.31　

2008
年
7
月
号
）Vol.31
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編 集 後 記
　4月の定期異動で広報担当に配属され、悪戦苦闘の
日々を過ごしています。先月生まれて初めて日帰り人
間ドックに行き、メタボ予備軍と診断され大ショック。
広報担当の多忙な仕事をこなすとともに、６月号掲載
の｢みやこのじょうウオーキングマップ｣も手に入れ
て、徐々にお腹周りを絞っていこうと思っています。
今後、スリムな体を手に入れて、フットワークの軽い
広報マンとして頑張っていきます。（明）

●市の提供番組案内

　　テレビ  Television

•BTVケーブルテレビ（5ch）　※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
①7：30～　②12：30～　③18：30～
④21：45～（月～金曜日）21：30～（土・日曜日）
⑤24：30～

＜今後の放送予定＞
7月21日～ 31日
　「盆地まつり」
8月１日～ 10日
　「育児をサポート」
8月11日～ 20日
　「長峯市長の市政リポート⑦」

　　ラジオ  Rad i o

•MRTラジオ（AM放送 936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
市民参加型のラジオ番組を放送しています。
出演については、秘書広報課（☎ 23-3174）

•シティエフエム都城（FM放送 76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49 ～ 9：54、16：25 ～ 16：30（再）
市からのお知らせ、イベント情報などを放送します。
※毎週火曜日放送の「ＢＯＮ☆（ボンスタ）」
　（12：00～13：00）でも、市政情報や市民活動
　の紹介などを放送しています

■問
①
来
年
4
月
に
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
校
す
る
の
は

○
○
○
大
学

■問
②
市
の
予
算
で
あ
る
3
つ
の
会
計
は
「
○
○
会
計
・

特
別
会
計
・
企
業
会
計
」

■問
③
学
校
へ
行
こ
う
で
紹
介
し
た
麓
小
学
校
の
シ
ン
ボ

ル
は
「
関
所
風
の
造
り
の
○
○
」

◎
応
募
方
法　

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
と
、
わ
た
し
の
一
言
、
7
月
号
を
読

ん
だ
感
想
を
書
い
て
、
〒
885-

8
5
5
5　

市
役
所

秘
書
広
報
課
ま
で
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
の
受
け
付

け
、
当
選
者
へ
の
商
品
の
発
送
以
外
に
は
利
用
し
ま
せ
ん

◎
プ
レ
ゼ
ン
ト

有
機
ら
っ
き
ょ
う

甘
酢
漬
け

2
0
0
㌘
×
4
袋

◎
商
品
取
扱
事
業
者

霧
島
食
品
工
業

（
安
久
町
）

☎
39-

0
0
1
1

◎
応
募
締
切　

7
月
31
日
㈭　

当
日
消
印
有
効

◎
発　
　

表　

本
紙
9
月
号

◎
5
月
号
当
選
者　

大
浦　

米
雄
さ
ん（
中
町
）

　

災
害
特
集
、
勉
強
に
な
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●都城市現住人口

平成20年6月1日現在　（前 月 比）
世 帯 数　 69,897世帯（　　　37）
人口総数　168,606人 　（　　   5）
　　　男　 78,943人 　（　　   0）
　　　女　 89,663人 　（　　   5）
※ 国勢調査に基づく推計人口です

●今月の表紙

ひと足早く夏気分
　6月半ばに見ごろを迎えた 10万本のヒマワリ。もと
もとは庄内町の農家七牟禮幸二さんがニンジンの緑

肥として植えたも
のですが、地域の
活性化につなげよ
うと駐車場や案内
看板を整備。今で
は、市内外から多
くの人が訪れる人
気の観光スポット
になっています。

表紙の撮影場所表紙の撮影場所

7月中旬7月中旬ごろごろ

●庄内中●庄内中
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●願心寺●願心寺庄内公民館●庄内公民館●

南州神社●南州神社●
至  霧島至  霧島

至  関之尾の滝至  関之尾の滝

下川崎農村公園下川崎農村公園
至  自衛隊至  自衛隊

これから見ごろを迎える場所これから見ごろを迎える場所これから見ごろを迎える場所

表紙の撮影場所

7月中旬ごろ

7月7月初旬ごろごろ7月初旬ごろ
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●庄内小

●願心寺庄内公民館●

都城酒造都城酒造都城酒造
●

南州神社●
至  霧島

至  関之尾の滝

下川崎農村公園
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鯨鰭南蛮胴具足鯨鰭南蛮胴具足
［くじらひれなんばんどうぐそくくじらひれなんばんどうぐそく］
鯨鰭南蛮胴具足
［くじらひれなんばんどうぐそく］

島津家の名宝

Miyakonojo Shimazu

  都城島津  都城島津（北郷）（北郷）家８代忠相が着用したと伝え家８代忠相が着用したと伝え
られている具足（甲冑）。忠相は16世紀中ごろにられている具足（甲冑）。忠相は16世紀中ごろに
都城盆地を統一し、都城島津家の歴史の中でも都城盆地を統一し、都城島津家の歴史の中でも
特に大きな功績を残したことから、この具足も特に大きな功績を残したことから、この具足も
代々家宝として伝えられてきました。代々家宝として伝えられてきました。
　ヨーロッパ文化の影響を受けた南蛮胴スタイル　ヨーロッパ文化の影響を受けた南蛮胴スタイル
の当世具足（戦国時代に出現した実戦的な甲冑の当世具足（戦国時代に出現した実戦的な甲冑
様式）であり、特に兜の脇立に使われた鯨鰭はひ様式）であり、特に兜の脇立に使われた鯨鰭はひ
ときわ目を引くデザインとなっており、都城島津家ときわ目を引くデザインとなっており、都城島津家
伝来の甲冑類の中でも、筆頭にあげられる具足と伝来の甲冑類の中でも、筆頭にあげられる具足と
いえます。　いえます。　
※この具足は都城島津家からの寄託品です※この具足は都城島津家からの寄託品です
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とうせいとうせい

かぶとかぶと わきだちわきだち くじらひれくじらひれ

ぐそくぐそく
  都城島津（北郷）家８代忠相が着用したと伝え
られている具足（甲冑）。忠相は16世紀中ごろに
都城盆地を統一し、都城島津家の歴史の中でも
特に大きな功績を残したことから、この具足も
代々家宝として伝えられてきました。
　ヨーロッパ文化の影響を受けた南蛮胴スタイル
の当世具足（戦国時代に出現した実戦的な甲冑
様式）であり、特に兜の脇立に使われた鯨鰭はひ
ときわ目を引くデザインとなっており、都城島津家
伝来の甲冑類の中でも、筆頭にあげられる具足と
いえます。　
※この具足は都城島津家からの寄託品です

平成16年に都城島津家から都城市が寄贈を受
けた「都城島津家史料」約１万点を有効活用
するため、市では平成21年まで詳細な調査を
行い、目録を作成します
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交プラ

●日時：８月５日（火） 18：30開場 19：00開演
●会場：都城市総合文化ホール　中ホール
●出演：伊沢磨紀、佐藤誓、山口雅義、戸谷昌弘ほか
●料金：【全席自由】大人券3,000円
　　　　子ども券（0歳～大学生）1,500円
　　　　親子券4,000円
　※チケット発売中。
　　MJ友の会会員500円割引（子ども券は対象外）
●問い合わせ：都城市総合文化ホール
　　　　　　　TEL23-7140
         　　　   （チケット専用電話 TEL23-7190）

●日時：７月19日（土） 19：00～20：30
●会場：ウエルネス交流プラザ　１階ラウンジ
●料金：無料
●出演：都城おかしむじ会（語り）、
　　　　明石洋子（オカリナ）

●問い合わせ　ウエルネス交流プラザ
　　　　　　　TEL26-7770

～語り継がれるふるさとの言葉と美しい音楽を～

夏の夜の
方言語りと音の調べ

子供のためのシェイクスピアカンパニー

「シンベリン」
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作/ウィリアム・シェイクスピア　脚本・演出/山崎清介作/ウィリアム・シェイクスピア　脚本・演出/山崎清介作/ウィリアム・シェイクスピア　脚本・演出/山崎清介
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